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今週のキーワード

水素経済加速
大規模プロジェクトとコスト競争が激化

26
件

記事数

12
カ国

対象国

1.0
ドル/kg

水素コスト目標

31.3
%

STH効率

今週の全26記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 NEOMグリーン水素 大規模PJ
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

サウジアラビアNEOMが年間120万トンのグリーンア
ンモニア生産施設を最終建設段階へ、世界の脱炭素化
に貢献。

#02 Wärtsilä水素EG 技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Wärtsiläがスペインで世界初の大規模100%水素エン
ジン実証試験を開始、電力系統安定化とデータセンタ
ー向けに期待。

#03 独グリーン水素供給 長期契約
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ドイツEWEとSalzgitterが2030年より年間1万トンの
グリーン水素供給契約を締結、製鉄業の脱炭素化を推
進。

#04 独水素PJ協業加速 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
LhyfeとSTRABAGがドイツ全土でグリーン水素プロジ
ェクトの協業を加速、産業脱炭素化を推進。

#05 印国家水素ミッション 国家戦略
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

インドが24億ドルの国家グリーン水素ミッションで世
界的リーダーシップを目指し、1.5ドル/kgのコスト目
標を設定。

#06 印Hygencoに投資 投資情報
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
IFC等がインドのHygencoに1.05億ドル投資、グリー
ン水素・アンモニア供給拡大とインドNGHMを支援。

#07
フラウンホーファーST
H

学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

フラウンホーファーISEが屋外で太陽光-水素変換効率
31.3%を達成、電力変換器なしの直接連結でコスト削
減に貢献。

#08 SAF向け水素政策 政策導入
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ミネソタ州がSAF生産向けグリーン水素に政策インセ
ンティブを導入、航空業界の脱炭素化を支援。

#09 地質学的水素探査 基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
アイオワ州が地下深くの「地質学的水素」探査を推進
、新たな低コストクリーンエネルギー源として期待。

#10 アンモニア分解水素 製品販売
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
H-Powerがアンモニア分解装置製バイオ由来グリーン
水素5,000kgをProtiumに販売、分散型供給を強化。

#11 FCデータセンター 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

FuelCell Energyがデータセンター向け12.5MW標準
ブロック導入を推進、2026年EBITDAS黒字化目標を
再確認。

#12 水素航空撤退 市場危機
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

水素航空スタートアップZeroAviaがシアトル地域から
撤退し事業目標を縮小、クリーン航空分野の困難さ浮
き彫り。

#13 MESとグリーン水素 学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

MDPIがレビュー論文を発表、グリーン水素が統合型
マルチエネルギーシステムの鍵を握り、AI活用も重要
と指摘。

#14 米DOE水素コスト目標 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
米国DOEが2026年までに水素製造コストを1kgあたり
2ドル、2031年までに1ドルとする目標を発表。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 トリニダード水素 国家戦略
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

トリニダード・トバゴが既存インフラを活かしグリー
ン水素経済への移行を模索、カリブ海地域のモデルに
。

#16 REMA電解槽 新技術
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
スイスREMAがオンサイト生産と最適化された電解槽
設計でグリーン水素コスト削減を目指す。

#17 デンマーク水素PJ 大規模PJ
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ENGIEとEuropean Energyがデンマークで最大150M
Wのグリーン水素生産プロジェクトを始動、ドイツへ
供給。

#18 米データセンターFC 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
米国でデータセンター向け燃料電池の製造・導入が加
速、48億ドル以上のプロジェクトが進行中。

#19 気候変動と水素コスト 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

MDPI研究が気候変動により世界のグリーン水素生産
コストが最大20%変動する可能性を指摘、投資戦略に
影響。

#20 ポルトガル水素PJ 大規模PJ
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
ポルトガルGreenH2Atlanticプロジェクトが環境ライ
センス取得、欧州のグリーン水素生産を加速。

#21 Plug Power電解槽 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
Plug Powerが2026年EBITDAS黒字化目標を再確認し
、英国Barrowに初の5MW PEM電解槽設置を決定。

#22 メタノールFC提携 企業提携
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

HELIONとM REFORMERがPEM燃料電池とメタノー
ル改質結合で提携、分散型電力ソリューションを開発
。

#23 オマーンACME水素 大規模PJ
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

オマーンの42億ドル規模ACMEグリーン水素プロジェ
クト第2フェーズが2030年商業運転開始、年間40万ト
ンアンモニア生産。

#24 H-Power燃料電池 製品販売
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
H-PowerがLC30燃料電池発電機をサウジアラビアTA
MGOに販売、極限条件下での試験運用へ。

#25 Metacon電解槽PJ PJ進捗
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

Metaconが50MW電解槽プロジェクトで120万ユーロ
の支払いを受領、制限された銀行資金を解除しPJ加速
。

#26 Sprintex FCコンプ 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Sprintexが燃料電池用コンプレッサー技術をAIデータ
センター市場へ展開する新戦略を発表、試験運用開始
。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 米国の「1ドル/kg水素」目標は、あなたの会社の水素調達戦略を再考させるか？
米国DOEが2031年までに水素製造コストを1kgあたり1ドルに削減する野心的な目標を発表しました（#14）。これは現
在の国際価格と比較して大幅なコストダウンであり、日本の水素調達コストやサプライチェーンに壊滅的な影響を与える
可能性があります。この目標達成が現実となれば、既存の調達計画や国内生産の経済性は大きく揺らぎます。貴社は、こ
の価格競争にどう対応しますか？

❷ 太陽光-水素変換効率31.3%のブレークスルーは、あなたの会社の電解槽開発ロードマップを変える
か？
フラウンホーファーISEが電力変換器なしで太陽光-水素変換効率31.3%を屋外で達成しました（#07）。これはグリーン
水素生産のコストを劇的に下げる可能性を秘めています。特に、日本の電解槽メーカーや太陽光発電システム開発企業に
とって、この直接連結技術は新たな設計思想や材料開発の方向性を示すものです。貴社のR&D;部門は、この技術をどのよ
うに評価し、ロードマップに組み込みますか？

❸ インド・中東の大規模グリーン水素供給は、あなたの会社のグローバル戦略にどう影響するか？
インド（#05, #06）と中東（#01, #23）で、年間数十万トン規模のグリーン水素・アンモニア生産プロジェクトが進行
し、2030年前後には商業運転を開始する見込みです。これらの地域からの安定供給は、日本のエネルギー安全保障に貢献
する一方で、既存のエネルギーサプライヤーや国内生産計画に大きな競争圧力をかけるでしょう。貴社は、これらの巨大
な供給源を機会と捉え、脅威と捉え、どのようなグローバル戦略を構築しますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

米水素戦略

NEOM大規模

高効率電解

印市場拡大

FCデータC

地質水素

気候変動LCOH
水素航空難

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 米水素戦略 注意 米国市場参入、技術連携 コスト競争激化、調達難

● NEOM大規模 注意 大量調達、サプライ源多様化 供給過剰、価格変動

● 高効率電解 機会大 生産効率向上、技術導入 既存技術の陳腐化
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● 印市場拡大 注意 巨大市場、輸出拠点化 競争激化、国内保護

● FCデータC 機会大 新規市場開拓、部品需要 競合激化、技術標準化

● 地質水素 機会大 低コスト水素、調達多様化 実用化距離、不確実性

● 気候変動LCOH 脅威大 リスク評価、最適化 コスト上昇、サプライ不安定

● 水素航空難 参考 — 投資リスク、技術難易度
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深掘り ① ― 米DOE、水素コスト1ドル/kg目標
#14 | 2026/06/10 | U.S. Department of Energy (DOE) | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

米国エネルギー省（DOE）は、水素経済の加速に向けた多年度プログラム計画（MYPP）を発表しました。この計画で
は、2026年までに水素製造コストを1kgあたり2ドル、そして2031年までには1ドルに削減するという極めて野心的な
目標が掲げられています。これは、電解槽システムコスト、大型車両向け水素供給コスト、燃料電池システムコストな
ど、バリューチェーン全体にわたる具体的な目標値を含んでいます。

MYPPは、グリーン水素だけでなく、CCS（炭素回収・貯留）付きブルー水素など多様な低炭素水素製造技術の効率向
上とコスト削減を目指しています。また、貯蔵、輸送、供給ステーションといったインフラ技術革新、燃料電池の性能
向上とコスト削減、そして安全性、コード、基準（CSR）の開発と整合性確保も重点分野です。インフレ削減法（IRA
）などの連邦政策と連携し、民間の投資を呼び込み、地域クリーン水素ハブ（H2Hubs）の設立も進められています。

▶ 技術者の視点

米国の1ドル/kgという水素コスト目標は、日本の水素戦略にとって極めて大きな【脅威】であり、同時
に【機会】でもあります。この目標が達成されれば、日本の水素調達コストは劇的に変化し、国内での
水素生産の経済性は厳しくなります。特に、日本の燃料電池メーカーや水素インフラ関連企業は、米国
市場への参入や技術連携を通じて、この低コスト水素を享受する【機会】を追求すべきです。ただし、
この目標は非常に野心的であり、再生可能エネルギーの安定供給や電解槽の量産効果など、多くの前提
条件がクリアされる必要があります。特に、日本の材料メーカーは、米国のサプライチェーンに組み込
まれるための技術開発とコスト競争力強化が急務です。この計画は、世界の水素市場における価格競争
を激化させるため、日本の製造業は自社の競争優位性を再評価し、迅速な対応が求められます。

深掘り ② ― フラウンホーファー、太陽光-水素変換効率31.3%達成
#07 | 2026/06/09 | Hydrogen Fuel News | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

ドイツのフラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所（ISE）は、屋外条件下で31.3%という世界最高水準の太
陽光-水素（STH）変換効率を達成する画期的なシステムを発表しました。このシステムは、HyConマイクロ集光型太
陽光発電（CPV）アレイとプロトン交換膜（PEM）電解槽を電力変換器なしで直接連結する独自の設計を採用しており
、中間損失を最小限に抑え、全体的なシステム効率を最大化しています。

この直接連結方式により、エネルギー損失が大幅に削減され、システムの複雑性も低減されます。これは、1kgあたり2
ドル以下のグリーン水素生産目標達成を加速する重要な技術的マイルストーンであり、特に再生可能エネルギー資源が
豊富な地域におけるグリーン水素の経済性を劇的に改善する可能性を秘めています。大規模な産業用途だけでなく、分
散型水素生産システムへの応用も期待されます。

▶ 技術者の視点

太陽光-水素変換効率31.3%は、グリーン水素生産のゲームチェンジャーとなり得るブレークスルーで
す。電力変換器なしの直接連結は、システムコストとエネルギー損失を大幅に削減する【機会】を提供
します。この技術は、日本の太陽光発電パネルメーカーや電解槽メーカーにとって、高効率化に向けた
新たな研究開発の方向性を示す【機会】となるでしょう。ただし、屋外実証の規模や長期的な耐久性、
スケーラビリティに関する詳細なデータはまだ不足しており、実用化にはさらなる検証が必要です。特
に、日本の材料メーカーは、高効率CPVアレイやPEM電解槽の性能を支える新材料開発で【機会】を掴
める可能性があります。この技術が普及すれば、既存の電解槽技術や電力変換器メーカーにとっては【
脅威】となるため、早期の情報収集と技術評価が不可欠です。
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深掘り ③ ― オマーン、42億ドル規模グリーン水素PJが2030年稼働
#23 | 2026/06/12 | Tankterminals.com | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

インドのACME GroupがオマーンのDuqm経済特区で推進する42億ドル（約6,500億円）規模のグリーン水素プロジェ
クトの第2フェーズが、2030年に商業運転を開始する予定です。これに続く第3フェーズは2033年に稼働予定で、これ
らのフェーズでは年間それぞれ40万メートルトンのグリーンアンモニアと7万1,000メートルトンのグリーン水素が生
産される見込みです。

この大規模プロジェクトは、オマーンの豊富な太陽光および風力エネルギー資源を活用し、大規模な水電解によってグ
リーン水素を生成します。生産された水素の大部分はグリーンアンモニアに変換され、液体として貯蔵・輸送が容易な
ため、国際貿易における水素キャリアとして理想的です。特に、年間40万メートルトンというグリーンアンモニアの生
産量は、脱炭素化が困難な産業（海運、化学、農業）の燃料や原料として大きな影響を与えるでしょう。オマーンが世
界のグリーン水素およびアンモニア市場における主要なプレーヤーとなることを目指すものです。

▶ 技術者の視点

オマーンの大規模グリーン水素・アンモニアプロジェクトは、日本のエネルギー調達戦略にとって重要
な【機会】となります。中東からの安定した低炭素燃料供給は、日本の産業界の脱炭素化を加速させる
でしょう。特に、グリーンアンモニアは日本の化学産業や海運業にとって魅力的な燃料・原料となる可
能性があります。ただし、2030年稼働というスケジュールは、日本の既存の水素・アンモニアサプライ
チェーンの再編を促す【脅威】ともなり得ます。日本の商社やエネルギー企業は、このプロジェクトへ
の早期参画や長期オフテイク契約の締結を検討すべきです。また、日本の電解槽メーカーや関連部品メ
ーカーは、このような大規模プロジェクトへの供給機会を模索し、国際競争力を高める必要があります
。水処理技術やプラント建設技術など、日本の強みを活かせる分野での連携も視野に入れるべきです。

その他の注目記事
インドの国家グリーン水素ミッション、19,744クローネの初期予算で世界的リーダーシップを目指す (KRH News)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●●

インドの野心的な国家戦略は、世界の水素市場の勢力図を大きく変え、日本の調達・輸出入戦略に直接影響を与える。

アイオワ州、地下深くの「地質学的水素」探査で新たな水素経済構築の可能性を追求 (Iowa State University News Service)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●○○○

自然生成水素の商業利用は、もし実現すればエネルギー供給にパラダイムシフトをもたらす基礎研究だが、実用化は遠
い。

FuelCell Energy、2026年第2四半期決算でデータセンター向け電力戦略を推進、12.5MW標準ブロック導入へ (FuelCell Energy, Inc.)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●○○○

データセンターの電力需要増大に対応する燃料電池の標準化は、日本の燃料電池メーカーやデータセンター事業者にと
って重要。

気候変動が世界のグリーン水素生産コストに最大20%の影響を与える可能性、MDPIが研究発表 (MDPI)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

気候変動が水素生産コストに与える影響の定量分析は、長期的な水素調達戦略や投資リスク評価に不可欠な情報となる
。

Wärtsilä、スペインで世界初の大規模100%水素エンジン実証試験を開始 (Wärtsilä)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●○○○

大規模100%水素エンジンの実証は、電力系統安定化やAIデータセンター向け分散電源として日本の産業界にも大きな
示唆を与える。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】米国DOEの水素コスト目標（1ドル/kg）とフラウンホーファーISEのSTH効率（31.3%）を社内ロー
ドマップに反映し、自社技術の競争力評価を実施。

• 【調達】インド・中東の大規模グリーン水素・アンモニアプロジェクトの動向を詳細に調査し、将来的な調達先
の候補として評価を開始。

• 【経営企画】ZeroAviaの事業縮小事例（#12）を参考に、水素関連事業の投資リスクと実用化課題について再
検討会議を設定。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】フラウンホーファーISEの直接連結型電解槽技術（#07）について、特許動向調査と共同研究の可能
性を検討。

• 【半導体PKG/EV設計】データセンター向け燃料電池（#11, #18）および水素エンジン（#02）の市場動向を
調査し、自社製品（燃料電池、コンプレッサー等）の新規市場参入機会を評価。

• 【調達/経営企画】気候変動がグリーン水素生産コストに与える影響（#19）に関するMDPI論文を精査し、長期
的な調達リスク評価モデルへの組み込みを検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/材料メーカー】地質学的水素（#09）の探査・抽出技術に関する基礎研究動向を継続的にモニタリン
グし、将来的な新材料・技術開発の可能性を探索。

• 【経営企画/事業開発】インド（#05, #06）および中東（#01,
#23）のグリーン水素・アンモニア市場への参入戦略を具体化。現地パートナーシップや投資機会を検討。

• 【R&D;/部品メーカー】メタノール改質とPEM燃料電池の統合ソリューション（#22）や分散型電解槽（#16
）など、多様な水素供給・利用技術の動向を追跡し、自社部品の適合性や新規開発の方向性を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-13
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収録記事一覧

#01 NEOM、年間120万トン生産の84億ドル級グリーン水素施設が最終建設段階へ

#02 Wärtsilä、スペインで世界初の大規模100%水素エンジン実証試験を開始

#03 EWEとSalzgitterがドイツで年間1万トンのグリーン水素を2030年より7年間供給する長期契約

を締結

#04 LhyfeとSTRABAGがドイツ全土でグリーン水素プロジェクトの協業を加速

#05 インドの国家グリーン水素ミッション、19,744クローネの初期予算で世界的リーダーシップを目
指す

#06 IFC、シーメンス・フィナンシャル・サービス、Fullerton Carbon Action FundがHygencoに1
億500万ドルを共同投資

#07 フラウンホーファーISE、太陽光-水素変換効率31.3%を屋外で達成する画期的システムを発表

#08 ミネソタ州、持続可能な航空燃料（SAF）生産向けグリーン水素に政策インセンティブを導入

#09 アイオワ州、地下深くの「地質学的水素」探査で新たな水素経済構築の可能性を追求

#10 H-Power、アンモニア分解装置製バイオ由来グリーン水素5,000kgをProtiumに販売する契約を
締結

#11 FuelCell Energy、2026年第2四半期決算でデータセンター向け電力戦略を推進、12.5MW標準
ブロック導入へ

#12 水素航空スタートアップZeroAviaがシアトル地域から撤退し、事業目標を縮小

#13 MDPIがレビュー論文を発表：グリーン水素が統合型マルチエネルギーシステムの鍵を握る

#14 米国DOE、2026年までに水素製造コストを1kgあたり2ドルへ、燃料電池技術多年度計画発表

#15 トリニダード・トバゴ、長年のエネルギー国家としての遺産を活かしグリーン水素経済への移行
を模索

#16 スイスREMA、オンサイト生産と最適化された電解槽設計でグリーン水素コストを削減

#17 ENGIEとEuropean Energy、デンマークで最大150MWのグリーン水素生産プロジェクトを始動

#18 米国、データセンター向け燃料電池製造・導入が加速

#19 気候変動が世界のグリーン水素生産コストに最大20%の影響を与える可能性、MDPIが研究発表

#20 ポルトガルGreenH2Atlanticプロジェクト、環境ライセンス取得で欧州のグリーン水素生産を加
速

#21 Plug Power、2026年EBITDAS黒字化目標を再確認し、英国Barrowに初の5MW PEM電解槽プ
ラント設置を決定

#22 HELION Hydrogen PowerとM REFORMER、PEM燃料電池とメタノール改質結合で戦略的提携



#23 オマーンの42億ドル規模ACMEグリーン水素プロジェクト、第2フェーズが2030年に商業運転開
始

#24 H-Power、LC30燃料電池発電機2台をサウジアラビアTAMGOに販売、極限条件下で試験運用へ

#25 Metacon、進行中の50MW電解槽プロジェクトで120万ユーロの支払いを受領、制限された銀行
資金を解除

#26 Sprintex、燃料電池用コンプレッサー技術をAIデータセンター市場へ展開する新戦略を発表



NEOM、年間120万トン生産の84億ドル級グリーン水素施
設が最終建設段階へ

概要

サウジアラビアのNEOMグリーン水素プロジェクトは、建設の最終段階に入り、年間
最大120万トンのグリーンアンモニア生産を目指す、84億ドル規模の複合施設として
間もなく稼働を開始します。257基の風力タービンと大規模太陽光発電所により4GW

の再生可能エネルギーを供給し、ユーティリティ規模のグリーン水素施設としては世
界初、史上最大のグリーンフィールド再生可能エネルギープロジェクトとなります。
この施設は、世界のエネルギー脱炭素化に大きく貢献する見込みです。

公開日 2026年06月05日  Air Products  サウジアラビア



詳細

主要成果

サウジアラビアのNEOMグリーン水素プロジェクトは、84億ドルを投じた世界最大規模
のユーティリティ型グリーン水素施設として、現在建設の最終段階を迎えています。稼
働後には、257基の風力タービンと大規模太陽光発電所から供給される合計4ギガワット
（GW）の再生可能エネルギーを活用し、年間最大120万トンのグリーンアンモニアを生
産し、専用埠頭から世界市場へ輸出する計画です。このプロジェクトは、地球規模での
エネルギー転換と脱炭素化を強力に推進する重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

NEOMグリーン水素施設は、その規模と統合された再生可能エネルギー源において画期
的な存在です。4GWの再生可能エネルギーは、風力タービンと太陽光発電所の組み合わ
せによって安定的に供給され、大規模な水電解プロセスを支えます。生産された水素は
アンモニアに変換されることで、より効率的な貯蔵と国際輸送が可能となり、世界の脱
炭素化に貢献します。アンモニアは、産業用途の燃料や化学原料として幅広く利用され
る見込みです。

背景・業界文脈

NEOMプロジェクト全体は、経済多角化と持続可能性を追求するサウジアラビアの「ビ
ジョン2030」の中核をなすものです。本グリーン水素複合施設は、その中でも最も具体
的な進捗を見せている産業プロジェクトの一つであり、世界の水素経済におけるサウジ
アラビアのリーダーシップを確立することを目指しています。しかし、NEOMの他の大
規模プロジェクトは、戦略の見直しにより160億ドルの契約解除費用に直面していると
の報道もあり、グリーン水素プロジェクトの順調な進展は特に注目されています。



今後の展望

この施設の商業運転開始は、世界の水素市場に大きな影響を与え、グリーン水素サプラ
イチェーンの構築を加速させるでしょう。特に、低炭素燃料への需要が高まる中、
NEOMからの安定的なグリーンアンモニア供給は、製鉄、海運、化学産業などの脱炭素
化が困難なセクターに貢献することが期待されます。この成功は、大規模なグリーン水
素プロジェクトへのさらなる投資を促し、世界のエネルギー転換のペースを速める可能
性があります。

元記事: https://www.airproducts.com/energy-transition/neom-green-hydrogen-complex

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.airproducts.com/energy-transition/neom-green-hydrogen-complex


Wärtsilä、スペインで世界初の大規模100%水素エンジン
実証試験を開始

概要

Wärtsiläは、スペインのベルメオにある研究所で、スペインの電力網への電力供給を目
的とした世界初の大規模100%水素エンジン実証試験を開始しました。この試験は、大
規模な水素エンジンが純粋な水素のみで稼働できることを示し、再生可能エネルギー

システムを補完する柔軟で制御可能な持続可能電力供給の実現可能性を実証します。
この技術は、AIデータセンターのようなエネルギー集約型産業の電力ニーズにも対応
可能であり、電力系統の安定化と脱炭素化に貢献します。

公開日 2026年06月11日  Wärtsilä  フィンランド



詳細

主要成果

Wärtsiläは、スペインのベルメオにある最先端の研究所において、電力網への電力供給
を目的とした世界初の大規模100%水素エンジンの実証試験を開始しました。この画期
的な試験は、大規模な発電用エンジンが純粋な水素燃料のみで、安定かつ効率的に稼働
できることを明確に示しています。これは、再生可能エネルギーの導入拡大に伴い重要
となる、柔軟でディスパッチ可能な（必要な時に発電できる）持続可能な電力供給ソリ
ューションの実現に不可欠な一歩です。

技術・臨床詳細

この実証試験で使用されるWärtsiläの大規模エンジンは、特別に改造され、100%の水素
燃料を燃焼するように設計されています。この技術の核心は、燃料の完全燃焼を確保
し、窒素酸化物（NOx）などの有害排出物を最小限に抑える高度な燃焼制御システムに
あります。エンジンは、再生可能エネルギー源からの電力供給が不安定な時期に、迅速
に起動して電力網を安定させる能力を持ち、従来の化石燃料発電所が担っていた役割を
グリーンな方法で代替します。また、この技術は、AIデータセンターのような24時間
365日の高信頼性電力を必要とするエネルギー集約型産業にも直接応用可能です。

背景・業界文脈

世界の電力部門は、気候変動対策とエネルギー安全保障の観点から、化石燃料から再生
可能エネルギーへの移行を加速しています。しかし、太陽光や風力などの再生可能エネ
ルギーは変動性が高く、安定した電力網を維持するためには、柔軟なバックアップ電源
が不可欠です。これまで、その役割は主に天然ガス火力発電が担ってきましたが、水素
エンジンの実用化は、このバックアップ機能を完全に脱炭素化する道を拓きます。特
に、スペインは再生可能エネルギーの導入に積極的であり、この実証試験は同国の脱炭
素化目標達成に大きく貢献するでしょう。



今後の展望

Wärtsiläによるこの世界初の大規模100%水素エンジン実証は、水素が将来の電力系統に
おいて単なるクリーンな燃料源としてだけでなく、再生可能エネルギーの変動性を管理
するための基幹技術となりうることを示唆しています。この成功は、大規模な水素発電
プラントの商業化を加速させ、産業界における水素エンジンの導入を促進するでしょ
う。さらに、データセンターのような持続的な電力供給が不可欠な産業においては、信
頼性と環境性能の両立を実現する重要なソリューションとして、その採用が急速に進む
可能性があります。

元記事: https://www.wartsila.com/media/news-releases

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wartsila.com/media/news-releases


EWEとSalzgitterがドイツで年間1万トンのグリーン水素を
2030年より7年間供給する長期契約を締結

概要

ドイツのエネルギー企業EWEと鉄鋼メーカーSalzgitter Flachstahl GmbHは、年間1万ト
ンのグリーン水素を7年間供給する長期契約を締結しました。この供給は2030年にド
イツの主要水素ネットワークを通じて開始され、Salzgitterの低炭素製鉄プログラム

「SALCOS」に利用されます。本契約はEWEがエムデンで建設中の320MW電解プラン
トからの最初の大型供給契約であり、欧州委員会が承認したドイツの再生可能水素生
産への13億ユーロの国家補助金スキームの一部でもあります。

公開日 2026年06月11日  Pipeline Journal  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツの主要エネルギー供給業者EWEと大手鉄鋼メーカーSalzgitter Flachstahl GmbH

は、年間10,000メートルトンのグリーン水素を7年間にわたって供給する画期的な長期
契約を締結しました。この供給は2030年から開始され、ドイツの計画されている水素コ
アパイプラインネットワークを通じて、Salzgitterの革新的な低炭素製鉄プログラム
「SALCOS (SAlzgitter Low CO₂ Steel)」に直接利用される予定です。この契約は、ドイツ
の産業脱炭素化戦略における重要なマイルストーンを築き、同国の高汚染産業を気候中
立な未来へと移行させるための具体的かつ大規模なコミットメントを示しています。

技術・臨床詳細

供給されるグリーン水素は、EWEがエムデンで建設を進めている320MW規模の電解プ
ラントで生産されます。このプラントは、再生可能エネルギー由来の電力を用いて水を
電気分解することで、炭素排出量ゼロの水素を生成します。年間1万トンという供給量
は、Salzgitterが製鉄プロセスにおけるコークス炉ガスや天然ガスの使用を削減し、水素
ベースの直接還元鉄技術への移行を可能にする上で不可欠です。水素は、鉄鉱石から酸
素を除去する還元剤として機能し、従来の高炉プロセスで発生する大量のCO2排出を劇
的に削減します。このサプライチェーンは、ドイツ全土を結ぶ将来の水素パイプライン
ネットワークに接続されることで、効率的かつ安定的な供給が保証されます。

背景・業界文脈

ドイツは、欧州の気候変動目標達成に向け、産業部門の脱炭素化を加速する強力な政策
を推進しています。特に鉄鋼業は、世界全体のCO2排出量の約7%を占める主要な排出源
であるため、Salzgitterのような大手企業の脱炭素化は極めて重要です。この契約は、欧
州委員会が承認したドイツの再生可能水素生産に対する13億ユーロの国家補助金スキー
ムの一部として位置づけられており、政策支援が具体的な商業プロジェクトへと結実す
る好例と言えます。EWEの320MW電解プラントは、ドイツの水素インフラ構築におけ
る初期の柱の一つとなり、将来の広範な水素経済の基盤を築きます。



今後の展望

この長期供給契約は、グリーン水素の「オフテイク」（引き取り）の確実性を提供する
ことで、大規模な電解プラントへの投資リスクを低減し、さらなるグリーン水素プロジ
ェクトの展開を促進する効果があります。SalzgitterのSALCOSプログラムは、他の製鉄
会社にとってもロールモデルとなり、産業界全体の脱炭素化への波及効果が期待されま
す。2030年の供給開始に向け、ドイツの水素コアパイプラインネットワークの整備が加
速されることで、水素が国家経済における主要なエネルギーキャリアとしての地位を確
立する道筋がより明確になるでしょう。

元記事: https://www.pipeline-journal.net/news/ewe-salzgitter-secure-supply-planned-german-

hydrogen-core-pipeline-network

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pipeline-journal.net/news/ewe-salzgitter-secure-supply-planned-german-hydrogen-core-pipeline-network
https://www.pipeline-journal.net/news/ewe-salzgitter-secure-supply-planned-german-hydrogen-core-pipeline-network


LhyfeとSTRABAGがドイツ全土でグリーン水素プロジェク
トの協業を加速

概要

フランスのグリーン水素企業Lhyfeとオーストリアのインフラ大手STRABAGが提携し、
ドイツ全土でのグリーン水素プロジェクト展開を加速します。この提携は、Lhyfeの
RFNBO（非生物起源再生可能燃料）生産における専門知識とSTRABAGの建設・エンジ

ニアリング経験を組み合わせるものです。両社は化学品から製鉄、水素燃料補給ステ
ーションまで幅広い産業分野を対象とし、EUのRED III規制に準拠した産業脱炭素化を
推進します。

公開日 2026年06月09日  Hydrogen Fuel News  ドイツ



詳細

主要成果

フランスの先進的グリーン水素生産企業Lhyfeとオーストリアに拠点を置く国際的なイ
ンフラ大手STRABAGは、ドイツ全土におけるグリーン水素プロジェクトの推進を目的と
した戦略的提携を発表しました。この協業は、Lhyfeが有するRFNBO（非生物起源再生
可能燃料）生産に関する深い専門知識と、STRABAGが長年にわたり培ってきた卓越した
エンジニアリングおよび建設能力を融合させ、ドイツの産業脱炭素化を強力に加速させ
るものです。

技術・臨床詳細

Lhyfeは、再生可能エネルギー源からの電力を利用した水電解により、グリーン水素を
効率的に生産する技術を専門としています。特に、同社のRFNBO生産プロセスは、EU

のRED III（再生可能エネルギー指令III）のような厳格な規制要件を満たすように設計さ
れており、持続可能性とトレーサビリティを確保しています。STRABAGは、大規模な産
業プラント、エネルギーインフラ、輸送ネットワークなどの複雑な建設プロジェクトを
計画・実行する豊富な経験を持っています。この提携により、Lhyfeの生産モジュール
とSTRABAGの建設ノウハウが組み合わされ、化学産業、製鉄業、水素燃料補給ステーシ
ョンなど、多岐にわたるエンドユーザー向けにカスタマイズされたグリーン水素供給ソ
リューションが実現します。

背景・業界文脈

ドイツは、欧州最大の経済大国として、産業部門の脱炭素化において極めて重要な役割
を担っています。重工業における排出削減は、国の気候変動目標達成の鍵となります
が、電化が困難なセクターが多いため、グリーン水素への需要が高まっています。
LhyfeとSTRABAGの提携は、このような市場ニーズに応え、EUの政策フレームワーク、
特にRED III指令が定める高い基準に合致するグリーン水素の供給を拡大することで、ド
イツの産業界がより迅速にクリーンエネルギーへの移行を進めることを支援します。こ
の協業は、欧州における水素バリューチェーン構築の重要な一例となります。



今後の展望

この戦略的提携は、ドイツにおけるグリーン水素の生産と利用を大幅に加速させ、サプ
ライチェーンの強化に貢献するでしょう。両社の強みを活かすことで、市場投入までの
時間を短縮し、より競争力のあるグリーン水素を提供することが期待されます。将来的
には、このモデルが他の欧州諸国にも展開され、 continent全体の産業脱炭素化に寄与
する可能性を秘めています。研究者やエンジニアにとっては、実践的な統合プロジェク
トを通じて、RFNBO技術と大規模インフラ建設の間のシナジーを深く理解する機会を提
供します。投資家にとっては、脱炭素化を牽引する具体的なプロジェクトへの参入機会
として注目されます。

元記事: https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news/lhyfe-strabag-green-hydrogen-

germany/8130095/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news/lhyfe-strabag-green-hydrogen-germany/8130095/
https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news/lhyfe-strabag-green-hydrogen-germany/8130095/


インドの国家グリーン水素ミッション、19,744クローネの
初期予算で世界的リーダーシップを目指す

概要

インドは、19,744クローネ（約24億ドル）の初期予算を持つ国家グリーン水素ミッシ
ョン（NGHM）を通じて、グリーン水素分野での世界的リーダーシップを目指してい
ます。この戦略的ロードマップは、グリーン水素生産の拡大、国内電解槽製造能力の

構築、鉄鋼、石油精製、肥料製造などの重工業へのクリーン燃料統合を目標としてい
ます。ミッションは生産コストを1kgあたり1.5ドルまで削減し、インドをエネルギー
自給自足と主要なグローバル輸出国として確立することを目標としています。

公開日 2026年06月11日  KRH News  インド



詳細

主要成果

インド政府は、初期予算19,744クローネ（約24億ドル）を投じて国家グリーン水素ミッ
ション（NGHM）を推進し、グリーン水素のグローバルリーダーとしての地位確立を目
指しています。この包括的な戦略的ロードマップは、大規模なグリーン水素生産能力の
構築、電解槽の国内製造エコシステムの確立、および鉄鋼、石油精製、肥料製造といっ
た脱炭素化が困難な重工業部門へのクリーン水素燃料の統合を柱としています。最終目
標は、グリーン水素の生産コストを1kgあたり1.5ドル以下にまで削減し、インドをエネ
ルギー自給自足国家、さらには主要なグリーン水素輸出国へと変革することです。

技術・臨床詳細

NGHMは、主に太陽光や風力などの再生可能エネルギー源を活用した水電解によるグリ
ーン水素生産を重視しています。これには、効率的な電解槽技術の開発と大規模導入が
不可欠であり、国内製造能力の強化はそのサプライチェーンの安定化とコスト削減に直
結します。重工業部門における水素の統合には、既存のプロセスインフラの改修や、新
たな水素利用技術（例：製鉄における直接還元鉄プロセス、肥料製造におけるハーバ
ー・ボッシュ法の電化）の導入が含まれます。コスト目標である1.5ドル/kgは、再生可
能電力価格の最適化、電解槽のCAPEX削減、およびプラント稼働率の最大化によって達
成される見込みです。

背景・業界文脈

インドは急速な経済成長を遂げており、それに伴いエネルギー需要も増大しています。
同時に、クリーンエネルギーへの移行は、大気汚染対策と気候変動対策の双方から喫緊
の課題です。NGHMは、インドの莫大な再生可能エネルギー資源を活用し、化石燃料へ
の依存度を低減することで、エネルギー安全保障を強化する狙いがあります。また、国
内での電解槽製造を奨励することで、製造業の雇用創出と技術革新を促進し、長期的な
経済成長戦略とも連携しています。このミッションは、世界の主要国が競い合うグリー
ン水素経済において、インドを戦略的な位置に置くものです。



今後の展望

NGHMの成功は、インドのエネルギーランドスケープを根本的に変革し、国際的なクリ
ーンエネルギー市場におけるインドの役割を劇的に拡大させるでしょう。生産コスト目
標の達成は、グリーン水素の幅広い産業分野での採用を加速させ、グローバルな脱炭素
化努力に大きく貢献します。研究者やエンジニアにとっては、大規模電解槽システム、
水素貯蔵・輸送、および産業プロセスへの統合に関する革新的なソリューションを開発
するための重要な推進力となります。投資家にとっては、インドの巨大な国内市場と輸
出ポテンシャルを背景に、成長著しいグリーン水素セクターへの魅力的な投資機会が創
出されます。

元記事: https://krh-news.com/indias-national-green-hydrogen-mission-path-to-global-leadership/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://krh-news.com/indias-national-green-hydrogen-mission-path-to-global-leadership/


IFC、シーメンス・フィナンシャル・サービス、Fullerton
Carbon Action FundがHygencoに1億500万ドルを共同投
資

概要

国際金融公社（IFC）、シーメンス・フィナンシャル・サービス、Fullerton Carbon

Action Fundは、インドのグリーン水素ソリューションプラットフォームHygenco

Green Energiesに1億500万ドル（約165億円）の株式投資を共同で主導すると発表しま
した。この資金は、Hygencoがインドで複数の商業的に魅力的なグリーン水素プロジ

ェクトを開発し、グリーン水素およびグリーンアンモニアなどの派生物の供給を拡大
するために活用されます。これにより、インドのエネルギー転換と国家グリーン水素
ミッションを直接支援し、今後5年間で1,000人以上の直接雇用を創出する見込みで

す。

公開日 2026年06月05日  International Finance Corporation (IFC)  アメリカ



詳細

主要成果

国際金融公社（ IFC）、シーメンス・フィナンシャル・サービス、およびFullerton

Carbon Action Fundは、インドのグリーン水素ソリューションプラットフォームである
Hygenco Green Energiesに対し、総額1億500万ドル（日本円で約165億円）の株式投資
を共同で主導することを決定しました。この大規模な資金注入は、Hygencoがインド全
土で複数の商業的に実行可能なグリーン水素プロジェクトの開発を加速させ、グリーン
水素およびその派生物（特にグリーンアンモニア）の供給を大幅に拡大することを可能
にします。この投資は、インドの野心的なエネルギー転換目標と国家グリーン水素ミッ
ション（NGHM）を直接的に支援し、今後5年間で1,000人以上の直接雇用を創出する見
込みです。

技術・臨床詳細

Hygencoは、「サービスとしてのガス（Gas-as-a-Service）」モデルを通じて、脱炭素
化が困難な産業顧客に費用対効果の高いクリーンな水素分子を提供することを目指して
います。これは、顧客が資本支出なしでグリーン水素を利用できるようにするもので、
導入障壁を低減します。同社のソリューションは、最適化された電解槽技術と再生可能
エネルギー源を統合し、効率的で持続可能なグリーン水素生産を実現します。これによ
り、Hygencoはインドの2030年までの年間500万トンのグリーン水素容量目標達成に向
けた資金調達のギャップを埋める上で重要な役割を果たすと期待されています。

背景・業界文脈

インドは、急速な経済成長とそれに伴うエネルギー需要の増大に直面しており、同時に
気候変動対策とエネルギー安全保障の強化が急務となっています。グリーン水素は、こ
の課題に対する鍵となるソリューションとして、政府のNGHMの下で強力に推進されて
います。国際的な金融機関や多国籍企業からのこのような大規模な投資は、インドのグ
リーン水素市場に対するグローバルな信頼の表れであり、国内の水素経済を加速させる
上で不可欠です。既存のエネルギーインフラへの依存度が高い重工業分野において、グ
リーン水素の導入は、排出量削減と持続可能な成長を実現するための戦略的手段となり
ます。



今後の展望

今回の1億500万ドルの投資は、Hygencoがパイプライン内のグリーン水素プロジェクト
を迅速に商業化し、インドの主要産業における脱炭素化を加速させる上で決定的な影響
を与えます。Hygencoの「サービスとしてのガス」モデルは、他のグリーン水素プロバ
イダーにとっても参考となるビジネスモデルであり、資本集約的な分野への参入障壁を
下げる効果があります。これにより、インドはグリーン水素の生産と消費において、よ
り強固なエコシステムを構築し、国内外の市場で競争力を高めることが期待されます。
研究者やエンジニアにとっては、新しいプロジェクトにおける技術の実証と最適化の機
会が提供され、投資家にとっては、インドのクリーンエネルギー市場の成長を牽引する
企業への魅力的な投資機会が創出されます。

元記事: https://www.ifc.org/en/articles/2026/ifc-fullerton-siemens-co-lead-us105-million-equity-

investment-in-hygenco-to-rapidly-scale-green-hydrogen-in-india

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ifc.org/en/articles/2026/ifc-fullerton-siemens-co-lead-us105-million-equity-investment-in-hygenco-to-rapidly-scale-green-hydrogen-in-india
https://www.ifc.org/en/articles/2026/ifc-fullerton-siemens-co-lead-us105-million-equity-investment-in-hygenco-to-rapidly-scale-green-hydrogen-in-india


フラウンホーファーISE、太陽光-水素変換効率31.3%を屋
外で達成する画期的システムを発表

概要

フラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所（ISE）は、屋外条件下で31.3%と
いう世界最高水準の太陽光-水素変換効率を達成する画期的な太陽光発電水電解システ
ムを発表しました。このシステムは、HyConマイクロ集光型太陽光発電アレイとPEM

電解槽を電力変換器なしで直接連結することで、太陽光エネルギーから高効率で水素
を生成します。この技術進歩は、1kgあたり2ドル以下のグリーン水素生産目標達成を
加速し、産業界の脱炭素化に大きく貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月09日  Hydrogen Fuel News  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのフラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所（ISE）は、屋外条件下で
驚異的な31.3%という太陽光-水素（STH）変換効率を達成する革新的な太陽光発電水電
解システムを発表しました。これは、現在報告されている効率としては世界最高水準で
あり、グリーン水素生産のコストと効率における画期的な進歩を意味します。このシス
テムは、HyConマイクロ集光型太陽光発電（CPV）アレイとプロトン交換膜（PEM）電
解槽を電力変換器を介さずに直接連結する独自の設計を採用しており、中間損失を最小
限に抑え、全体的なシステム効率を最大化しています。

技術・臨床詳細

フラウンホーファーISEが開発したシステムは、高効率のマイクロ集光型太陽電池モジ
ュールを利用して、太陽光を集めて高密度の電力を生成します。この高密度な直流電力
は、追加の電力電子機器（例えば、インバーターやDC-DCコンバーター）を必要とせず
に、直接PEM電解槽に供給されます。PEM電解槽は、水の電気分解を非常に効率的に行
うことができ、高純度の水素を生成します。中間変換ステップを排除することで、エネ
ルギー損失が大幅に削減され、システムの複雑性も低減されます。この直接連結方式に
より、システム全体の効率が向上し、従来のシステムに比べてより少ない設置面積でよ
り多くの水素を生産することが可能になります。

背景・業界文脈

グリーン水素は、再生可能エネルギーを用いて水を電気分解することで生産され、化石
燃料に代わるクリーンなエネルギーキャリアとして期待されています。しかし、その生
産コストは依然として高く、特に太陽光発電からの効率的な水素生産が課題となってい
ました。世界の産業界は、1kgあたり2ドル以下のグリーン水素生産を目標としており、
これを達成することが幅広い産業分野での採用を加速させる鍵となります。フラウンホ
ーファーISEのこのブレークスルーは、このコスト目標を達成するための重要な技術的
マイルストーンであり、特に再生可能エネルギー資源が豊富な地域におけるグリーン水
素の経済性を劇的に改善するものです。



今後の展望

31.3%という高効率な太陽光-水素変換システムは、グリーン水素生産の商業化を加速さ
せる上で非常に大きな意味を持ちます。この技術は、大規模な産業用途だけでなく、分
散型水素生産システムにも応用可能であり、水素の輸送・貯蔵コストを削減する可能性
を秘めています。研究者やエンジニアは、この成果を基に、さらなる効率向上、システ
ムの耐久性、スケーラビリティの最適化に取り組むことになります。投資家にとって
は、競争力のあるグリーン水素の供給を可能にするこの技術が、新たな市場機会と産業
脱炭素化の具体的なソリューションを提供するため、極めて魅力的なものとなるでしょ
う。これにより、製鉄、化学、輸送などの分野における脱炭素化がさらに加速されるこ
とが期待されます。

元記事: https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news/fraunhofer-ise-solar-to-h2-

efficiency/8130096/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news/fraunhofer-ise-solar-to-h2-efficiency/8130096/
https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news/fraunhofer-ise-solar-to-h2-efficiency/8130096/


ミネソタ州、持続可能な航空燃料（SAF）生産向けグリー
ン水素に政策インセンティブを導入

概要

ミネソタ州は2026年に、持続可能な航空燃料（SAF）生産におけるグリーン水素利用
を支援する政策インセンティブを可決しました。この政策は、航空業界を含む脱炭素
化が困難なセクターの排出削減に貢献する重要なクリーンエネルギー技術としてグリ

ーン水素を位置づけています。グリーン水素は再生可能電力で水を電気分解すること
で製造され、既存のジェットエンジンにも改造なしで使用可能な「ドロップイン」燃
料となります。

公開日 2026年06月10日  Fresh Energy  アメリカ



詳細

主要成果

ミネソタ州は、2026年に持続可能な航空燃料（SAF）の生産においてグリーン水素の利
用を奨励するための新たな政策インセンティブを可決しました。この進展は、航空業界
のように排出量削減が特に困難なセクターの脱炭素化に向けた重要なステップとなりま
す。グリーン水素をSAF生産に活用することで、ミネソタ州は気候変動対策とクリーン
エネルギー経済への移行を加速させることを目指しています。

技術・臨床詳細

この政策の核となるのは、再生可能電力（風力、太陽光など）を用いて水を電気分解す
ることで製造されるグリーン水素です。電気分解によって生成された水素は、SAF製造
プロセスにおける主要な原料となります。SAF自体は、従来のジェット燃料と化学的に
同等であり、既存の航空機エンジンや燃料インフラを改造することなく使用できる「ド
ロップイン」燃料として機能します。この特性により、航空業界は迅速かつ効率的に脱
炭素化を進めることが可能になります。また、グリーン水素は製鉄、アンモニア生産、
その他の工業プロセスにおいても脱炭素化に貢献する汎用性の高い技術です。

背景・業界文脈

世界の航空業界は、気候変動対策の観点から排出量削減への大きな圧力を受けており、
SAFはその主要なソリューションとして注目されています。しかし、SAFの生産コスト
は高く、インセンティブなしには普及が困難な状況にあります。ミネソタ州の新たな政
策は、連邦レベルのインフレ削減法（IRA）におけるクリーン水素生産税額控除（45V）
など、他の政策と連携して、SAF生産のためのグリーン水素の経済的実行可能性を高め
ることを目的としています。このような政策支援は、グリーン水素サプライチェーンの
構築と規模拡大を促進し、地域経済の活性化にも繋がります。



今後の展望

ミネソタ州によるSAF生産向けグリーン水素へのインセンティブ導入は、米国および世
界の航空業界における脱炭素化戦略に大きな影響を与える可能性があります。この政策
は、グリーン水素の需要を創出し、関連技術への投資を刺激することで、SAFの生産能
力拡大とコスト削減に貢献するでしょう。研究者やエンジニアにとっては、SAF生産効
率の向上やグリーン水素供給システムの最適化に関する新たな研究開発の機会が生まれ
ます。投資家にとっては、成長が見込まれるSAFおよびグリーン水素市場において、政
府支援を受けたプロジェクトへの参入機会が提供され、「だからこそ」持続可能な航空
の未来が現実味を帯びてくるでしょう。

元記事: https://fresh-energy.org/minnesota-incentivizes-green-hydrogen-to-produce-saf-a-key-climate-

technology/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://fresh-energy.org/minnesota-incentivizes-green-hydrogen-to-produce-saf-a-key-climate-technology/
https://fresh-energy.org/minnesota-incentivizes-green-hydrogen-to-produce-saf-a-key-climate-technology/


アイオワ州、地下深くの「地質学的水素」探査で新たな水
素経済構築の可能性を追求

概要

アイオワ州は、州立大学の支援を受け、地下深くの地質学的水素（自然水素）の探査
を進めており、新たな水素経済構築の可能性を追求しています。地質学的水素は、鉄
分の豊富な岩石と熱い地下水との化学反応（蛇紋岩化作用）によって生成されるもの

で、燃料電池のクリーンエネルギー源や肥料生産の原料として有望です。貯蔵や輸送
に課題は残るものの、この自然生成水素は将来の重要な燃料源として大きな期待が寄
せられています。

公開日 2026年06月10日  Iowa State University News Service  アメリカ



詳細

主要成果

アイオワ州は、州立大学の協力を得て、地下深部に存在する地質学的水素、すなわち
「自然水素」の探査に向けた試掘プロジェクトを推進しており、これにより新たな水素
経済を州内で構築する可能性を模索しています。この地質学的水素は、鉄分を豊富に含
む岩石と高温の地下水との間で自然発生する化学反応（特に蛇紋岩化作用）によって生
成されるもので、これはクリーンエネルギー源として燃料電池への応用や、肥料生産に
おける重要な原料として利用できる可能性があります。既存の水素生産技術に代わる、
低コストで持続可能な代替案として注目されており、未来のエネルギーミックスにおけ
るその役割に大きな期待が寄せられています。

技術・臨床詳細

地質学的水素の生成メカニズムは、主に地下深くの地熱活動と岩石の化学反応に依存し
ます。例えば、マントル由来の超塩基性岩（カンラン岩など）が水と反応し、蛇紋岩化
する際に水素が生成されることが知られています。この水素は、地下の貯留層に蓄積さ
れるか、あるいは継続的に上昇して地表近くに供給される場合があります。探査活動に
は、地震探査、ボーリング調査、地下水サンプリング、および岩石の地球化学分析が含
まれ、水素の存在量、純度、および貯留特性を評価します。貯蔵や長距離輸送は依然と
して技術的課題ですが、現地生産・現地消費モデルや既存の天然ガスパイプラインへの
混合などのソリューションが検討されています。自然水素は、電解によって生産される
グリーン水素よりもコスト効率が高い可能性があり、エネルギーコストを大幅に削減で
きる潜在力を持ちます。



背景・業界文脈

世界のエネルギー部門は、気候変動対策とエネルギー安全保障の強化のため、脱炭素化
されたエネルギー源への移行を加速しています。水素は、その多用途性から主要なエネ
ルギーキャリアとして注目されていますが、その生産には多くの場合、エネルギー集約
的なプロセスが必要です。地質学的水素の発見と利用は、再生可能エネルギーを利用す
るグリーン水素とは異なる、しかし補完的なアプローチを提供します。米国エネルギー
省（DOE）は、様々な種類の水素生産技術への投資を積極的に行っており、地質学的水
素もそのポートフォリオの一部として位置づけられています。アイオワ州のような内陸
地域での自然水素発見は、再生可能エネルギー資源が限られている場所でも、水素経済
を構築できる可能性を示唆し、エネルギーの地理的公平性を高めることにも寄与しま
す。

今後の展望

アイオワ州における地質学的水素探査の成功は、米国の、そして世界のエネルギー供給
にパラダイムシフトをもたらす可能性があります。もし商業的に採掘可能かつ持続的に
生産可能な地質学的水素の貯留層が発見されれば、それは化石燃料からの移行を加速
し、クリーンエネルギーのコストを削減するための新たな道を開くでしょう。研究者や
エンジニアにとっては、地質学的プロセスの理解を深め、効率的な探査・抽出技術を開
発するための新たなフロンティアが開かれます。投資家にとっては、低コストで供給量
の多い新たなクリーンエネルギー源へのアクセスを可能にする、非常に魅力的な機会と
なるでしょう。これにより、燃料電池や肥料生産など、水素を利用する産業の競争力強
化に繋がり、持続可能な未来に向けた多角的なエネルギー戦略の一環として、その重要
性が高まることは間違いありません。

元記事: https://www.news.iastate.edu/news/2026/06/10/geologichydrogen

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.news.iastate.edu/news/2026/06/10/geologichydrogen


H-Power、アンモニア分解装置製バイオ由来グリーン水素
5,000kgをProtiumに販売する契約を締結

概要

H-Powerは、同社のパイロットアンモニア分解装置で生産されたバイオアンモニア由
来の燃料電池グレードグリーン水素5,000kgをProtiumに販売する契約を締結しまし
た。この水素はISO 14687グレードD、純度99.97%と認証されており、英国南東部およ

び全土で地域的な流通能力を拡大するため「仮想デポ」が設置されます。H-Powerの
分散型ポータブル分解装置HY5は、2026年末までに商業利用可能となり、1日あたり最
大500kgの水素を生産可能です。

公開日 2026年06月10日  chemXplore  イギリス



詳細

主要成果

H-Powerは、同社のパイロットアンモニア分解装置から供給されるバイオアンモニア由
来の燃料電池グレードのグリーン水素5,000kgを、英国のグリーン水素ソリューション
企業Protiumに販売する契約を締結しました。この供給される水素は、ISO 14687グレー
ドD基準を満たす純度99.97%と認証されており、自動車用途を含む燃料電池技術への直
接利用が可能です。この契約は、英国における分散型グリーン水素供給ネットワークの
確立に向けた重要な一歩であり、H-Powerの革新的なアンモニア分解技術の商業化を加
速させます。

技術・臨床詳細

H-Powerの技術は、アンモニア（NH3）を高温で触媒分解することで、水素（H2）と窒
素（N2）を生成するものです。このプロセスは、液体アンモニアの貯蔵・輸送が容易
であるという利点を活かし、需要地で水素をオンデマンドで供給することを可能にしま
す。同社の分散型ポータブル分解装置「HY5」は、2026年末までに商業利用可能となる
予定で、1日あたり最大500kgの水素を生産できます。この容量は、中規模の燃料電池自
動車フリートや定置型電源の需要を満たすのに十分です。Protiumは、この水素を利用
して英国南東部およびその他の地域で「仮想デポ」を確立し、地域的な水素流通能力を
拡張します。これにより、従来の集中型水素生産・流通モデルと比較して、サプライチ
ェーンの柔軟性とコスト効率が向上します。

背景・業界文脈

英国は、2050年までのネットゼロ排出目標達成に向けて、水素経済の構築に積極的に取
り組んでいます。しかし、水素の貯蔵・輸送インフラはまだ発展途上にあり、特に分散
型かつ高純度の水素供給は大きな課題でした。アンモニアは、液体として効率的に輸
送・貯蔵できるため、水素キャリアとして大きな注目を集めています。バイオアンモニ
アを原料とすることで、生産プロセス全体での炭素排出量をさらに削減し、真のグリー
ン水素サプライチェーンを構築できます。H-PowerとProtiumの提携は、このような課
題に対する実践的なソリューションを提供し、英国の水素インフラの発展を加速させる
ものです。



今後の展望

この契約は、アンモニア分解技術がグリーン水素供給において実現可能な商業的経路で
あることを実証するものです。H-PowerのHY5分解装置が商業化されることで、英国全
土、さらには国際的にも、オンサイトでの水素生産と供給の柔軟性が大幅に向上するで
しょう。研究者やエンジニアにとっては、アンモニア分解触媒の効率向上やシステム統
合の最適化に関する研究がさらに推進される機会となります。投資家にとっては、成長
する分散型水素供給市場、特にアンモニアをキャリアとするソリューションへの魅力的
な投資機会が創出されます。これにより、燃料電池自動車や産業用途における水素利用
が促進され、「だからこそ」英国の脱炭素化目標達成に向けた現実的な道筋がより明確
になるでしょう。

元記事: https://www.chemxplore.com/news/h-power-signs-deal-to-sell-5000-kg-green-hydrogen-from-

cracked-ammonia-to-protium-141696

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chemxplore.com/news/h-power-signs-deal-to-sell-5000-kg-green-hydrogen-from-cracked-ammonia-to-protium-141696
https://www.chemxplore.com/news/h-power-signs-deal-to-sell-5000-kg-green-hydrogen-from-cracked-ammonia-to-protium-141696


FuelCell Energy、2026年第2四半期決算でデータセンター
向け電力戦略を推進、12.5MW標準ブロック導入へ

概要

FuelCell Energyは2026年第2四半期決算を発表し、データセンター向け電力戦略で重要
な進展を見せました。同社の炭酸塩燃料電池プラットフォームは、メガワット規模の
分散型発電ソリューションとして設計されており、ミッションクリティカルな用途向

けに信頼性の高い低排出電力供給を提供します。同社は特に、AIおよびデータセンタ
ー開発者向けに標準化された12.5MWの「FuelCell Energy Block」を導入し、製造施設
の拡張にも着手しています。

公開日 2026年06月08日  FuelCell Energy, Inc.  アメリカ



詳細

主要成果

FuelCell Energyは2026年第2四半期の決算を発表し、高成長を続けるデータセンター市
場向け電力戦略において顕著な進展があったことを報告しました。同社は、自社の実績
ある炭酸塩燃料電池プラットフォームを活用し、メガワット規模の分散型発電ソリュー
ションを開発、特にミッションクリティカルなデータセンターに対して、極めて信頼性
が高く、かつ低排出の電力を供給することを目指しています。この戦略の一環として、
AIおよびデータセンター開発者向けに標準化された12.5 MWの「FuelCell Energy Block」
を導入し、製造施設の拡張にも積極的に取り組んでいます。

技術・臨床詳細

FuelCell Energyの炭酸塩燃料電池は、天然ガスやバイオガス、水素など、様々な燃料か
ら直接電力を生成できる電気化学デバイスです。この技術は、燃焼プロセスを伴わない
ため、従来の発電方法と比較して排出ガスが著しく低く、特に窒素酸化物（NOx）や硫
黄酸化物（SOx）をほぼゼロに抑えることができます。データセンター向けに導入され
る12.5 MWのFuelCell Energy Blockは、モジュール化された設計により、迅速な展開と
容易な拡張性を実現します。分散型発電ソリューションとして、データセンターは外部
の電力網への依存度を低減し、局所的な電力供給の安定性とセキュリティを大幅に向上
させることが可能です。また、高効率な熱電併給（CHP）システムとして構成すること
もでき、電力だけでなく熱も供給することで、全体的なエネルギー利用効率を最大化し
ます。

背景・業界文脈

AIの急速な発展とデジタルトランスフォーメーションの進展により、世界のデータセン
ターの電力需要は爆発的に増加しており、同時に環境負荷の低減が強く求められていま
す。従来の集中型発電所からの電力供給では、送電ロスや系統障害のリスクが伴うた
め、データセンター事業者にとって、高信頼性かつ持続可能な分散型電源ソリューショ
ンは不可欠です。FuelCell Energyの戦略は、この市場のニーズに直接応えるものであ
り、企業がAIデータセンターの運用を拡大しつつ、環境目標を達成するための具体的な
道筋を提供します。米国では、燃料電池を活用した48億ドル以上の発電プロジェクトが
進行中であり、その多くはデータセンター向けです。



今後の展望

FuelCell Energyのデータセンター向け電力戦略の推進と12.5 MW標準ブロックの導入
は、水素燃料電池技術の商業化における重要な転換点となるでしょう。標準化されたモ
ジュール提供により、データセンターの建設・運用プロセスが簡素化され、市場投入ま
での時間が短縮されることが期待されます。これにより、同社は急成長するAIデータセ
ンター市場において競争優位性を確立し、収益機会を拡大する可能性があります。研究
者やエンジニアにとっては、燃料電池システムのさらなる効率向上、耐久性、コスト削
減に関する研究開発が加速されるでしょう。投資家にとっては、脱炭素化とデジタル化
の双方を支援するテクノロジーとして、FuelCell Energyへの関心が高まるものと予想さ
れます。この動きは、データセンター産業全体の電力供給モデルを変革し、「だからこ
そ」持続可能でレジリエントなデジタルインフラの実現に貢献するものです。

元記事: https://ir.fuelcellenergy.com/news-releases/news-release-details/fuelcell-energy-reports-

second-fiscal-quarter-2026-results

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ir.fuelcellenergy.com/news-releases/news-release-details/fuelcell-energy-reports-second-fiscal-quarter-2026-results
https://ir.fuelcellenergy.com/news-releases/news-release-details/fuelcell-energy-reports-second-fiscal-quarter-2026-results


水素航空スタートアップZeroAviaがシアトル地域から撤
退し、事業目標を縮小

概要

水素航空機スタートアップのZeroAviaは、シアトル地域からの撤退を発表し、事業目
標を縮小しています。同社はこれまで、政府助成金やビル・ゲイツのBreakthrough

Energy Ventures、AmazonのClimate Pledge Fundなどの投資家から約3億ドルの資金を

調達してきましたが、米国での水素普及に苦戦しており、事業再編を進めている模様
です。この動きは、クリーン航空分野が依然として困難な市場であることを示唆して
います。

公開日 2026年06月08日  GeekWire  アメリカ



詳細

主要成果

水素航空スタートアップのZeroAviaは、シアトル地域からの撤退を決定し、事業目標の
縮小を進めていることを発表しました。この動きは、クリーン航空という分野が直面す
る固有の課題と、米国市場における水素技術の普及における現実的な困難を浮き彫りに
しています。同社は、これまでに約3億ドルという多額の資金を、政府助成金やビル・
ゲイツのBreakthrough Energy Ventures、AmazonのClimate Pledge Fundといった著名な
投資家から調達していました。

技術・臨床詳細

ZeroAviaは、航空機用の燃料電池動力システムを開発しており、地域航空機向けのゼロ
エミッション飛行を実現することを目指していました。彼らの技術は、水素を燃料電池
に供給し、そこで電気を生成してモーターを駆動するというものです。従来のジェット
燃料を使用する航空機と比較して、飛行中に水蒸気のみを排出するという環境上の利点
があります。しかし、水素の貯蔵、航空機への統合、燃料補給インフラの確立など、技
術的・インフラ的な課題は依然として大きく、特に商業規模での実用化には多大なコス
トと時間がかかります。

背景・業界文脈

航空業界は、世界のCO2排出量に大きく寄与しており、脱炭素化への圧力が強まってい
ます。水素航空は、この問題に対する有望な長期ソリューションの一つとして期待され
てきましたが、その実現には技術的成熟度、インフラ整備、経済性の課題が山積してい
ます。ZeroAviaのような先駆的スタートアップは、初期段階で多額の資金を調達できた
ものの、その後の実証と商業化には予想以上のハードルがあることが明らかになりつつ
あります。この撤退は、クリーン航空セクター全体、特に水素関連技術の商業化におけ
る厳しい現実を示唆する事例として捉えられています。



今後の展望

ZeroAviaの事業縮小と地域撤退は、水素航空分野における投資家や業界関係者にとっ
て、楽観的な見方を再評価するきっかけとなるでしょう。この分野の進展は、当初予想
されていたよりも遅く、より資本集約的であることが認識されつつあります。今後は、
水素の生産コスト削減、燃料補給インフラの整備、および規制枠組みの明確化が、水素
航空が広範に採用されるための不可欠な要素となります。研究者やエンジニアは、より
効率的でコスト効果の高い燃料電池システムや水素貯蔵ソリューションの開発に注力す
る必要があるでしょう。投資家は、この分野へのリスクとリターンのバランスをより慎
重に評価し、「だからこそ」より現実的なロードマップと段階的なアプローチが求めら
れることになります。

元記事: https://www.geekwire.com/2026/hydrogen-aviation-startup-zeroavia-retreats-from-seattle-area-

as-it-scales-back-ambitions/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.geekwire.com/2026/hydrogen-aviation-startup-zeroavia-retreats-from-seattle-area-as-it-scales-back-ambitions/
https://www.geekwire.com/2026/hydrogen-aviation-startup-zeroavia-retreats-from-seattle-area-as-it-scales-back-ambitions/


MDPIがレビュー論文を発表：グリーン水素が統合型マル
チエネルギーシステムの鍵を握る

概要

MDPIが発表したレビュー論文は、グリーン水素が電力、ガス、熱、輸送セクターを結
びつける統合型マルチエネルギーシステム（MES）における重要なエネルギーキャリ
アとしての役割を考察しています。本論文は、水素サプライチェーン、MESアーキテ

クチャ、主要経済圏（EU、米国、中国、日本、インド）の政策、大規模展開への障壁
を包括的に議論しています。さらに、再生可能エネルギー予測、電解槽設計、貯蔵・
流通の最適化など、グリーン水素システムにおけるAIの役割についても詳細に分析し

ています。

公開日 2026年06月12日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIに掲載された最新のレビュー論文は、グリーン水素が、電力、ガス、熱、輸送と
いった複数のエネルギーセクターをシームレスに統合するマルチエネルギーシステム
（MES）において、極めて重要なエネルギーキャリアとしての役割を果たす可能性を詳
細に分析しています。本論文は、グローバルな水素サプライチェーンの現状と将来、統
合型MESの様々なアーキテクチャ、そしてEU、米国、中国、日本、インドといった主要
経済圏における水素政策手段を包括的に概説しています。さらに、グリーン水素の大規
模展開を妨げる主要な障壁についても深く掘り下げています。

技術・臨床詳細

レビュー論文では、グリーン水素がMES内でどのように機能するかの技術的側面を詳述
しています。例えば、電力セクターでは、再生可能エネルギーの余剰電力を水素に変換
して貯蔵することで、変動性を吸収し系統安定化に貢献します。ガスセクターでは、既
存の天然ガスインフラに水素を混合（ブレンド）したり、純粋な水素パイプラインを通
じて輸送したりすることが可能です。熱セクターでは、水素を燃料とするボイラーや燃
料電池からの排熱利用が検討されます。輸送セクターでは、燃料電池自動車（FCEV）や
船舶、航空機への直接燃料としての利用、または合成燃料（e-fuel）の原料としての役
割が強調されています。

**AIの役割**: 論文は、グリーン水素システムにおける人工知能（AI）の多岐にわたる
応用についても詳細に分析しています。具体的には、以下の分野でのAIの活用が挙げ
られます:

再生可能エネルギー発電量予測の精度向上

電解槽の運用最適化と寿命延長

水素貯蔵・流通ネットワークの効率化と安全管理

MES全体のリアルタイムでのエネルギー需給バランス調整

システムレベルでの技術経済評価と最適化

これらのAIアプリケーションは、グリーン水素の生産から消費までのバリューチェーン
全体で効率を最大化し、コストを削減する上で不可欠です。



背景・業界文脈

世界のエネルギーシステムは、気候変動対策、エネルギー安全保障、経済効率の向上と
いう三重の課題に直面しています。化石燃料に依存した従来のエネルギーシステムで
は、これらの課題に包括的に対応することが困難になってきています。MESは、異なる
エネルギーキャリアとインフラを統合することで、相乗効果を生み出し、システム全体
のレジリエンスと効率を高めることを目指しています。グリーン水素は、その貯蔵性、
輸送性、多様な用途から、これらのセクター間のリンク役として理想的な候補とされて
います。特に、各国政府がネットゼロ目標を設定し、水素戦略を策定する中で、このレ
ビュー論文は政策立案者や業界関係者にとって貴重な情報源となります。

今後の展望

本レビュー論文は、グリーン水素が将来の持続可能なエネルギーシステムにおいて、単
なるクリーンな燃料ではなく、多岐にわたるエネルギー形態を結びつける統合的な触媒
として機能することを示しています。AIの活用は、この複雑なシステムの最適化を可能
にし、大規模展開への障壁を克服する鍵となるでしょう。研究者やエンジニアは、AIを
活用した新しい制御アルゴリズムやシステム設計に注力し、より効率的で堅牢なMESを
開発する必要があります。投資家にとっては、グリーン水素関連技術、特にAIとの融合
分野が、次世代のエネルギーインフラ構築における主要な成長分野として認識される機
会を提供します。これにより、「だからこそ」より統合され、レジリエンスのある脱炭
素社会の実現が加速されることが期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/1996-1073/19/12/1908

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1996-1073/19/12/1908


米国DOE、2026年までに水素製造コストを1kgあたり2ド
ルへ、燃料電池技術多年度計画発表

概要

米国エネルギー省（DOE）の水素・燃料電池技術オフィス（HFTO）は、水素経済の進
展に向けた研究開発の優先分野と経路を定めた多年度プログラム計画（MYPP）を公表
しました。MYPPでは、2026年までに水素製造コストを1kgあたり2ドル、2031年まで

に1ドルに削減する目標などが掲げられています。さらに、電解槽システムコスト、大
型車両向け水素供給コスト、燃料電池システムコストに関する具体的な目標値も設定
されており、DOEのクリーン水素戦略の羅針盤となります。

公開日 2026年06月10日  U.S. Department of Energy (DOE)  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）の水素・燃料電池技術オフィス（HFTO）は、米国における
水素経済の加速的発展を支援するため、「水素・燃料電池技術多年度プログラム計画
（MYPP）」を公表しました。この計画は、研究開発（R&D）の優先分野と具体的なロ
ードマップを明確に示しており、特に、2026年までに水素製造コストを1kgあたり2ド
ル、そして2031年までにはさらに野心的な1kgあたり1ドルへと削減するという、重要
なコスト目標を掲げています。このMYPPは、DOEが推進するクリーン水素戦略の羅針
盤としての役割を果たします。

技術・臨床詳細

MYPPは、水素バリューチェーン全体にわたる技術開発を網羅しています。具体的に
は、以下の分野で詳細な目標が設定されています。

**水素製造**: 再生可能エネルギー源（太陽光、風力）からの電解によるグリーン水
素、および天然ガスやバイオマスからのCCS（炭素回収・貯留）付きブルー水素な
ど、多様な低炭素水素製造技術の効率向上とコスト削減。

**水素インフラ**: 貯蔵（地中貯蔵、液化水素貯蔵）、輸送（パイプライン、トラッ
ク、船舶）、および供給ステーションの技術革新と規模拡大によるコスト削減。特に
大型車両向けの水素供給コスト目標も設定されています。

**燃料電池技術**: 燃料電池システムの性能（出力密度、効率、耐久性）向上とコス
ト削減。定置型発電、輸送（大型トラック、バス、鉄道、船舶、航空）、産業プロセ
スへの応用を目指します。

**安全性、コード、基準**: 水素の安全な取り扱い、貯蔵、輸送、利用に関する国際
的なコード、基準、規制（CSR）の開発と整合性の確保。

これらの目標達成に向け、DOEは技術的なブレークスルーを支援し、実証プロジェクト
を通じて技術の商業化を加速させます。



背景・業界文脈

米国は、気候変動対策とエネルギー安全保障の強化のため、クリーンエネルギー経済へ
の移行を国家戦略として推進しています。水素は、電化が困難な産業（鉄鋼、化学）や
重交通部門（大型トラック、海運、航空）の脱炭素化に不可欠な要素として位置づけら
れています。MYPPは、インフレ削減法（IRA）などの連邦政策によって提供される強力
なインセンティブと連携し、民間の投資を呼び込み、水素関連技術の商業化を加速させ
ることを意図しています。DOEは、2026年までに複数の地域クリーン水素ハブ
（H2Hubs）を設立する計画も進めており、地域経済の活性化とサプライチェーンの強
化を目指しています。

今後の展望

MYPPで設定された野心的なコスト目標と技術ロードマップは、米国の水素経済の発展
に決定的な影響を与えるでしょう。1kgあたり1ドルの水素製造コストが達成されれば、
グリーン水素は従来の化石燃料由来の水素や他のエネルギー源と比較して、競争力のあ
る価格で提供されることになり、その採用が劇的に加速されることが期待されます。研
究者やエンジニアは、この計画に沿って高効率かつ低コストの水素技術の開発に注力す
ることになります。投資家にとっては、明確な政策目標と連邦政府の強力な支援の下、
長期的な成長が期待される水素セクターへの魅力的な投資機会が創出されます。これに
より、米国はクリーンエネルギーリーダーシップを強化し、「だからこそ」より迅速な
ネットゼロ目標達成への道筋が描かれるでしょう。

元記事: https://www.energy.gov/eere/fuelcells/articles/hydrogen-and-fuel-cell-technologies-multi-year-

program-plan

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/eere/fuelcells/articles/hydrogen-and-fuel-cell-technologies-multi-year-program-plan
https://www.energy.gov/eere/fuelcells/articles/hydrogen-and-fuel-cell-technologies-multi-year-program-plan


トリニダード・トバゴ、長年のエネルギー国家としての遺
産を活かしグリーン水素経済への移行を模索

概要

トリニダード・トバゴは、長年のエネルギー国家としての遺産と豊富な産業専門知識

を活かし、グリーン水素経済への移行を積極的に模索しています。同国は、H2Goプロ
ジェクトの一環として、グリーン水素とその派生物が経済多角化、持続可能な開発、

気候変動対策に貢献する可能性を評価しています。既存のインフラと熟練労働力を活
用することで、より持続可能な未来を築くことを目指しており、これはカリブ海地域
のエネルギー転換のモデルとなる可能性があります。

公開日 2026年06月05日  United Nations Environment Programme (UNEP) via YouTube  トリニ
ダード・トバゴ



詳細

主要成果

トリニダード・トバゴは、長年にわたるエネルギー国家としての豊かな遺産と、石油・
ガス産業で培われた深い産業専門知識および熟練労働力を背景に、グリーン水素経済へ
の移行を積極的に推進しています。国連環境計画（UNEP）の「H2Goプロジェクト」の
一環として、同国はグリーン水素とその派生物（グリーンアンモニアなど）が、経済の
多角化、持続可能な開発目標（SDGs）の達成、そして気候変動対策にどのように貢献
できるかを詳細に評価しています。この取り組みは、既存の強みを最大限に活用し、よ
りクリーンで持続可能な未来を構築するという国家的なコミットメントを示していま
す。

技術・臨床詳細

トリニダード・トバゴにおけるグリーン水素生産は、主に再生可能エネルギー源、特に
豊富な太陽光や潜在的な洋上風力発電を用いた水電解によって行われます。同国は、石
油化学製品の生産で培われた広範なパイプラインネットワーク、貯蔵施設、港湾設備と
いったインフラを既に有しており、これらを水素およびアンモニアの生産、貯蔵、輸出
に転用する計画です。これにより、新たな大規模投資を最小限に抑えつつ、グリーン水
素のバリューチェーンを効率的に構築することが可能になります。熟練したエンジニア
リング労働力は、これらの新しい技術の導入と運用において重要な役割を担います。

背景・業界文脈

トリニダード・トバゴの経済は歴史的に炭化水素に大きく依存してきましたが、世界の
エネルギー転換の潮流の中で、多様化と脱炭素化が不可欠となっています。グリーン水
素への移行は、同国がエネルギー輸出国としての地位を維持しつつ、持続可能性を高め
るための戦略的な道筋を提供します。カリブ海諸国は、気候変動の影響に特に脆弱であ
り、クリーンエネルギーへの転換は喫緊の課題です。トリニダード・トバゴのH2Goプ
ロジェクトは、この地域における先駆的な取り組みであり、他の島嶼国にとってのモデ
ルとなる可能性を秘めています。また、世界のグリーン水素市場が拡大する中で、同国
は地理的な優位性と既存の輸出インフラを活用し、国際的なサプライヤーとしての役割
を果たすことを目指しています。



今後の展望

トリニダード・トバゴのグリーン水素経済への移行は、同国の経済構造を大きく変革
し、新たな産業と雇用を創出する潜在力を持っています。この取り組みの成功は、カリ
ブ海地域のエネルギー安全保障と持続可能な開発に肯定的な影響を与えるでしょう。研
究者やエンジニアにとっては、熱帯気候条件下での再生可能エネルギーと電解槽技術の
統合、既存インフラの転用に関する実践的な知見を得る貴重な機会となります。投資家
にとっては、既存のエネルギー産業の強みを活かしつつ、クリーンエネルギー分野で成
長を目指す国家プロジェクトへの魅力的な投資機会が創出されます。これにより、「だ
からこそ」トリニダード・トバゴは、エネルギー分野における次世代のリーダーとして
の地位を確立できるかもしれません。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=J7hY4ZtK068

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=J7hY4ZtK068


スイスREMA、オンサイト生産と最適化された電解槽設計
でグリーン水素コストを削減

概要

スイスのスタートアップREMAは、革新的な電解槽技術によりグリーン水素をより手頃
で競争力のあるものにすることを目指しています。同社はオンサイト水素生産用に設
計された電解槽を開発し、輸送を排除し物流コストを削減することで水素の全体的な

コストを大幅に引き下げます。REMAの技術は、流体流量管理の最適化と、製造が容易
でスケーラブルな新しい電解槽スタック設計を統合しており、システム全体の性能が
向上しています。

公開日 2026年06月09日  Startupticker.ch  スイス



詳細

主要成果

スイスのスタートアップREMAは、オンサイト水素生産に特化した革新的な電解槽技術
を開発し、グリーン水素のコストを大幅に削減することを目指しています。同社の技術
は、水素を直接消費地で生産することで輸送コストと物流の複雑さを排除し、結果とし
てグリーン水素の全体的なコスト競争力を劇的に向上させます。このアプローチは、現
在の水素供給における主要な経済的障壁の一つを克服するものです。

技術・臨床詳細

REMAが開発した電解槽は、流体流量管理を最適化する独自の設計を特徴としていま
す。これにより、電解槽内部での反応効率が最大化され、エネルギー消費が低減されま
す。さらに、同社の電解槽スタックは製造が容易で、スケーラブルな設計が施されてい
ます。これは、生産能力の増強やカスタマイズが比較的容易であることを意味し、様々
な規模の需要に対応できます。オンサイト生産の利点は、高圧水素の長距離輸送に伴う
エネルギー損失や安全リスクを回避できる点にあります。この分散型アプローチは、特
に産業用途やモビリティハブでの小・中規模の水素需要に非常に適しています。

背景・業界文脈

グリーン水素は、脱炭素化されたエネルギーシステムにおいて重要な役割を果たすと期
待されていますが、その高い生産コストと流通コストが普及の大きな障壁となっていま
す。特に、水素の貯蔵と輸送は、物理的特性（低密度、爆発性）から高価で複雑になり
がちです。REMAのようなオンサイト生産に焦点を当てたソリューションは、この課題
に対する効果的な回答を提供します。スイス連邦イノベーション庁（Innosuisse）から
の支援を受けることは、REMAの技術の革新性と潜在的な市場影響力を裏付けていま
す。このようなスタートアップによる技術革新は、欧州全体で進む水素経済構築の取り
組みに貢献するものです。



今後の展望

REMAのオンサイトグリーン水素生産技術は、多様な産業部門や地域のエネルギー需要
を満たす上で、大きな可能性を秘めています。コスト削減と供給の柔軟性を提供するこ
のアプローチは、グリーン水素のより広範な採用を加速させ、既存のエネルギーインフ
ラへの依存度を低減するでしょう。研究者やエンジニアにとっては、分散型電解槽の設
計と運用最適化に関する新たな知見を提供するものです。投資家にとっては、水素バリ
ューチェーンのボトルネックを解消する革新的なソリューションを提供する企業への魅
力的な投資機会となるでしょう。これにより、「だからこそ」より迅速かつ広範なグリ
ーン水素経済の実現が現実味を帯びてきます。

元記事: https://www.startupticker.ch/en/news/four-new-startups-awarded-fit-support

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.startupticker.ch/en/news/four-new-startups-awarded-fit-support


ENGIEとEuropean Energy、デンマークで最大150MWの
グリーン水素生産プロジェクトを始動

概要

フランスのエネルギー大手ENGIEとデンマークのEuropean Energyは、デンマークで最
大150MWの電解槽容量を持つ大規模グリーン水素生産プロジェクトの開発協力を開始
しました。この施設で生産される水素は、将来のデンマーク-ドイツ水素バックボーン

インフラに接続され、ドイツの産業およびモビリティ需要を満たし、脱炭素化が困難
なセクターの排出削減を支援することを目指します。本プロジェクトは欧州水素銀行
のドイツ水素オークションで補助金を獲得しており、欧州の水素経済発展に貢献しま

す。

公開日 2026年06月10日  Hydrocarbon Processing  デンマーク



詳細

主要成果

フランスのエネルギー大手ENGIEとデンマークの再生可能エネルギー開発企業European

Energyは、デンマークにおける大規模グリーン水素生産プロジェクトの開発協力に着手
しました。この合弁事業は、最大150メガワット（MW）の電解槽容量を誇る施設を建
設し、生産されるグリーン水素を将来的にデンマークとドイツを結ぶ水素バックボーン
インフラに接続することを計画しています。プロジェクトの目的は、ドイツの産業およ
びモビリティ分野からの需要に応え、脱炭素化が特に困難なセクターの排出量削減に貢
献することです。

技術・臨床詳細

このプロジェクトでは、主に風力発電や太陽光発電といったデンマークの豊富な再生可
能エネルギーを利用して、水を電気分解することでグリーン水素を生産します。
150MWという大規模な電解槽容量は、年間数千トン規模の水素生産を可能にし、産業
規模での利用に足る量を提供します。生産された水素は、高圧パイプラインネットワー
クを通じてドイツへと輸送される予定です。この輸送インフラは、欧州全体で構想され
ている「水素バックボーン」の一部となり、国境を越えた水素流通を可能にします。ド
イツでは、特に製鉄業、化学産業、重交通部門が水素需要の主要な牽引役となることが
予想されています。

背景・業界文脈

欧州連合（EU）は、2050年までの気候中立目標達成に向け、グリーン水素をエネルギ
ー転換戦略の重要な柱と位置付けています。デンマークは豊富な洋上風力資源を有し、
グリーン水素生産の潜在力が高い国であり、一方ドイツは産業界の脱炭素化のため大量
の水素を必要とします。ENGIEとEuropean Energyの提携は、両国の強みを活かし、需給
ギャップを埋めるための具体的な取り組みです。本プロジェクトが欧州水素銀行のドイ
ツ水素オークションで補助金を獲得したことは、その戦略的意義と実行可能性がEUレベ
ルで認められたことを示しており、欧州全体の水素経済の発展を加速するモデルとなる
でしょう。



今後の展望

このデンマークにおける大規模グリーン水素プロジェクトの成功は、欧州の水素バリュ
ーチェーン構築に不可欠な要素となります。オフテイク市場（引き取り先）の確保と、
国境を越えた輸送インフラの整備が進むことで、より多くの大規模グリーン水素プロジ
ェクトが実現可能となるでしょう。研究者やエンジニアにとっては、大規模電解槽シス
テムの最適化や水素パイプラインの運用に関する貴重なデータと経験が提供されます。
投資家にとっては、政府やEUからの強力な支援を受けた、持続可能かつ成長が期待され
るエネルギーインフラプロジェクトへの魅力的な投資機会が創出されます。これによ
り、「だからこそ」欧州の産業はより迅速に脱炭素化を進め、持続可能な未来へと移行
できるでしょう。

元記事: https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2026/06/engie-and-european-energy-start-

cooperation-on-large-scale-renewable-hydrogen-development-in-denmark

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2026/06/engie-and-european-energy-start-cooperation-on-large-scale-renewable-hydrogen-development-in-denmark
https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2026/06/engie-and-european-energy-start-cooperation-on-large-scale-renewable-hydrogen-development-in-denmark


米国、データセンター向け燃料電池製造・導入が加速

概要

米国では、水素または天然ガスを燃料とする燃料電池が発電用に広く展開されてお
り、特にデータセンターが外部電源への依存度を減らすためにこの技術を積極的に採

用しています。Industrial Info Resourcesのデータによると、48億ドル以上の燃料電池
発電プロジェクトが進行中であり、その多くが将来の計画です。燃料電池は電気化学
プロセスを通じて発電し、水素ベースの燃料電池は水蒸気のみを副産物として排出す

るため、脱炭素化の重要なソリューションとして注目されています。

公開日 2026年06月05日  Industrial Info Resources  アメリカ



詳細

主要成果

米国において、水素または天然ガスを燃料とする燃料電池の製造と導入が急速に進んで
おり、特にデータセンター業界が外部電力網への依存度を低減し、電力供給の安定性と
持続可能性を向上させるためにこの技術を積極的に採用しています。Industrial Info

Resourcesの分析によると、現在48億ドル以上もの燃料電池を活用した発電プロジェク
トが進行中であり、その多くは将来の需要を見越した計画段階にあるものです。

技術・臨床詳細

燃料電池は、電気化学反応を利用して燃料（水素や天然ガスなど）から直接電力を生成
するデバイスです。このプロセスは燃焼を伴わないため、従来の化石燃料発電と比較し
て、大幅に低い排出ガスレベルを実現します。特に、水素ベースの燃料電池は、発電の
副産物として水蒸気のみを排出し、大気汚染物質や温室効果ガスを排出しないため、ク
リーンエネルギー技術として極めて優れています。データセンターでは、ミッションク
リティカルなIT負荷に対する uninterrupted power supply (UPS) と分散型発電ソリュー
ションとして燃料電池が採用されており、高信頼性と低炭素排出の両立を可能にしま
す。これにより、送電ロスを削減し、地域の電力網への負担を軽減しながら、電力の安
定供給を確保できます。

背景・業界文脈

データセンターの電力需要は、AIやデジタルトランスフォーメーションの加速に伴い、
世界的に爆発的に増加しています。同時に、企業のESG（環境・社会・ガバナンス）目
標と規制強化により、データセンターの環境フットプリントを削減することが喫緊の課
題となっています。従来の電力網からの供給だけでは、これらの増大する需要と持続可
能性の要求を満たすことが困難になりつつあります。このような背景から、燃料電池の
ような高効率でクリーンな分散型発電技術は、データセンター事業者にとって魅力的な
ソリューションとなっています。米国政府も、インフレ削減法（IRA）などの政策を通
じて、クリーン水素と燃料電池技術の導入を強力に支援しています。



今後の展望

データセンター市場における燃料電池技術の拡大は、水素経済の発展に重要な影響を与
えるでしょう。大量の、信頼性の高い、持続可能な電力を必要とするデータセンターが
主要なオフテイク市場となることで、燃料電池の製造能力はさらに拡大し、コスト削減
が進むと予想されます。研究者やエンジニアにとっては、燃料電池の効率、耐久性、設
置コストのさらなる最適化が課題となります。投資家にとっては、成長著しいデータセ
ンター市場とクリーンエネルギー転換の両方をターゲットとする Fuel Cell Energyのよ
うな企業への投資機会が魅力的に映るでしょう。これにより、「だからこそ」データセ
ンターは、脱炭素化された未来のデジタルインフラの基盤となり得ます。

元記事: #

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#19 気候変動が世界のグリーン水素生産コストに最大20%
の影響を与える可能性、MDPIが研究発表

概要

MDPIで公開されたグリーン水素生産に関する研究によると、気候変動は世界の特定の
地域でグリーン水素の生産コストを最大20%増加させる可能性があります。約16%の
地域では、水素の均等化コスト（LCOH）が5%を超える増減を経験すると予測されて

います。東南アジアとヨーロッパではLCOHの削減が見られる可能性がある一方で、北
米では増加する地域があることが示唆されています。この研究は、再生可能水素生産
に影響を与える気候変動に適応するための、積極的な投資戦略の必要性を強調してい

ます。

公開日 日付不明  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIで発表されたグリーン水素生産に関する最新の研究は、気候変動が世界のグリー
ン水素の均等化コスト（LCOH）に重大な影響を与える可能性を指摘しています。この
分析によると、将来の気候変動シナリオにおいて、特定の地域ではグリーン水素の生産
コストが最大20%増加するリスクがあることが判明しました。さらに、世界のおよそ
16%の地域でLCOHが5%を超える増減を経験すると予測されており、東南アジアとヨー
ロッパではLCOHが減少する可能性が見られる一方で、北米の一部の地域では増加する
可能性があることが示唆されています。

技術・臨床詳細

この研究では、太陽光発電と風力発電による電解を組み合わせたグリーン水素生産モデ
ルを用いて、将来の気候変動が再生可能エネルギーの資源（日射量、風速）に与える影
響を評価しました。気候変動は、地域ごとの平均気温、降水量、気象パターンを変化さ
せ、これが太陽光パネルの効率や風力タービンの稼働率に直接影響します。例えば、高
温地域では太陽光パネルの効率が低下する可能性があり、特定の地域での風力資源の変
動は電解槽の稼働率に影響を与えます。LCOHは、電力価格、設備稼働率、電解槽の資
本支出（CAPEX）などの主要な要素によって決定されるため、気候変動がこれらの要素
に影響を与えることでLCOHが変動します。研究では、これらの気候関連の変動を考慮
に入れた多地点シミュレーションが行われました。

背景・業界文脈

グリーン水素は、世界の脱炭素化目標達成に不可欠なエネルギーキャリアとして期待さ
れていますが、その経済性は再生可能エネルギーの供給安定性とコストに大きく依存し
ます。気候変動自体が再生可能エネルギー資源に影響を与えるという事実は、グリーン
水素戦略の立案において考慮すべき重要な変数となります。これまでの多くの水素経済
に関する予測は、現在の気候条件や平均的な再生可能エネルギー資源量に基づいていま
したが、この研究は、将来の気候変動の不確実性を考慮に入れた、よりロバストな計画
の必要性を提起しています。特に、国際的な水素サプライチェーンの構築を検討する
国々にとっては、どの地域が気候変動に対してよりレジリエントな生産地となりうるか
を理解することが重要です。



今後の展望

この研究結果は、グリーン水素プロジェクトへの投資戦略において、将来の気候変動の
影響を事前に評価し、適応策を講じることの重要性を強調しています。将来のLCOHの
予測には、地域ごとの気候変動の影響を組み込む必要があり、「だからこそ」投資家
は、気候リスクに対するヘッジ戦略を検討する必要があります。研究者やエンジニア
は、気候変動に強い再生可能エネルギーシステムと電解槽技術の開発、および地域ごと
の最適な生産サイト選定に関する研究を加速させるでしょう。政策立案者は、気候レジ
リエントな水素インフラの開発を支援し、気候変動によるリスクを軽減するためのイン
センティブを検討する必要があります。これにより、より持続可能で安定したグリーン
水素経済の構築が可能となるでしょう。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC12957562/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC12957562/


#20 ポルトガルGreenH2Atlanticプロジェクト、環境ライ
センス取得で欧州のグリーン水素生産を加速

概要

ポルトガルのGreenH2Atlanticプロジェクトは、ポルトガル環境庁から条件付きで環境
影響評価声明の承認を受け、欧州のグリーン水素生産の取り組みを加速させます。
EDPとGalpが支援するHytlantic社が主導するこのプロジェクトは、シネスの旧石炭火力

発電所跡地に建設され、以前EUのHorizon 2020研究イノベーション基金から9,200万ユ
ーロの資金を獲得しています。この承認は、プロジェクトが環境基準を満たし、大規
模グリーン水素生産の実現に向けた重要なマイルストーンとなります。

公開日 2026年06月11日  Global e-Fuels  ポルトガル



詳細

主要成果

ポルトガルにおける大規模グリーン水素プロジェクトであるGreenH2Atlanticは、ポルト
ガル環境庁（APA）から条件付きの環境影響評価声明（DIA）の承認を獲得しました。
この重要な規制承認は、欧州のグリーン水素生産能力を拡大するための取り組みにおい
て、プロジェクトが大きな進展を遂げたことを示しています。EDPとGalpの主要なエネ
ルギー企業が支援するHytlantic社が主導するこのプロジェクトは、欧州の脱炭素化目標
達成に向けたポルトガルのコミットメントを明確にするものです。

技術・臨床詳細

GreenH2Atlanticプロジェクトは、ポルトガルのシネスにある旧石炭火力発電所の跡地に
建設される予定です。この戦略的な場所は、再生可能エネルギー源へのアクセスが良好
であり、既存の電力送電インフラと港湾設備を活用できる利点があります。プロジェク
トは、大規模な電解槽を用いて水を電気分解することで、グリーン水素を生産します。
グリーン水素は、再生可能電力のみを使用して製造されるため、生産過程で温室効果ガ
スを排出せず、欧州の気候変動目標に直接貢献します。このプロジェクトは以前、EUの
Horizon 2020研究イノベーション基金から9,200万ユーロ（約144億円）という多額の資
金を獲得しており、その技術的革新性と環境への影響が評価されています。

背景・業界文脈

欧州連合（EU）は、2050年までの気候中立目標を達成するため、グリーン水素をエネ
ルギー転換の主要な柱として位置づけています。ポルトガルは、太陽光や風力といった
豊富な再生可能エネルギー資源を有しており、グリーン水素生産の潜在力が非常に高い
国です。GreenH2Atlanticプロジェクトは、EUの水素戦略とポルトガルの国家エネルギ
ー・気候計画（PNEC 2030）に合致するものです。旧石炭火力発電所の跡地を再利用す
ることは、循環経済の原則にも沿っており、エネルギー転換が地域経済に新たな機会を
もたらすことを示しています。環境ライセンスの取得は、プロジェクトが厳しい環境基
準を満たし、地域社会と環境への配慮を確保しながら進行することを示唆しています。



今後の展望

環境ライセンスの取得は、GreenH2Atlanticプロジェクトが最終投資決定（FID）に近づ
くための重要な一歩であり、大規模なグリーン水素生産の実現に向けた道筋を明確にし
ます。このプロジェクトの成功は、ポルトガルが欧州のグリーン水素サプライチェーン
における主要なプレーヤーとしての地位を確立するのに貢献するでしょう。研究者やエ
ンジニアにとっては、旧火力発電所跡地での大規模電解槽の統合と運用に関する貴重な
経験が得られます。投資家にとっては、EUからの資金支援と環境承認に裏打ちされた、
リスクの低いグリーンエネルギープロジェクトへの魅力的な投資機会が創出されます。
これにより、「だからこそ」欧州は、クリーン水素の供給を確保し、産業脱炭素化を加
速できると期待されます。

元記事: https://global-efuels.com/news/greenh2atlantic-gets-environmental-license-for-hydrogen-

project/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://global-efuels.com/news/greenh2atlantic-gets-environmental-license-for-hydrogen-project/
https://global-efuels.com/news/greenh2atlantic-gets-environmental-license-for-hydrogen-project/


#21 Plug Power、2026年EBITDAS黒字化目標を再確認
し、英国Barrowに初の5MW PEM電解槽プラント設置を
決定

概要

Plug Powerは2026年の年次株主総会で、2026年末までにEBITDAS黒字化、2027年末ま

でに営業利益黒字化、2028年末までに全体的な収益性達成という目標を再確認しまし
た。同社は74,000台以上のGenDriveユニットが280以上のマテリアルハンドリング拠点
に導入されていることを強調するとともに、英国Barrowのグリーン水素プロジェクト

に初の5MW GenEco PEM電解槽を設置する最終投資決定（FID）を発表しました。この
プラントは年間約100GWhのグリーン水素を生産し、Kimberly-Clarkの工場で天然ガス
使用量を最大50%削減します。

公開日 2026年06月11日  Stock Titan  アメリカ



詳細

主要成果

Plug Powerは、2026年の年次株主総会において、野心的な財務目標を再確認し、2026年
末までのEBITDAS黒字化、2027年末までの営業利益黒字化、そして2028年末までの全体
的な収益性達成を目指すことを発表しました。この目標達成に向け、同社は特に、英国
Barrowのグリーン水素プロジェクトに対する初の5MW GenEco PEM電解槽の設置に関
する最終投資決定（FID）を発表しました。この電解槽プラントは年間約100GWhのグリ
ーン水素を生産し、Kimberly-Clarkの地元製造工場で天然ガス使用量を最大50%削減、
年間約18,300トンのCO2排出量を削減する予定です。

技術・臨床詳細

Plug PowerのGenEco PEM電解槽は、再生可能電力を用いて水を電気分解することで、
高純度のグリーン水素を生成します。PEM技術は、変動する再生可能エネルギー供給に
迅速に対応できる柔軟な運転特性が特徴であり、グリーン水素生産において重要な役割
を果たします。英国Barrowに設置される5MWの電解槽は、年間約100GWhの電力消費量
で、工業用途に十分な量の水素を供給します。Kimberly-Clark工場での水素利用は、ボ
イラーや他の熱プロセスにおいて天然ガスを置き換えることで、直接的な排出量削減に
貢献します。さらに、Plug Powerは、74,000台以上のGenDrive燃料電池ユニットが280

以上のマテリアルハンドリング拠点に導入されており、ジョージア、ルイジアナ、テネ
シー州に水素プラントネットワークを構築するなど、世界各地で水素エコシステムを拡
大しています。

背景・業界文脈

世界のエネルギー部門は、気候変動対策とエネルギー安全保障の強化のため、化石燃料
からクリーンエネルギーへの移行を加速しています。英国政府は、2050年までのネット
ゼロ排出目標達成に向け、グリーン水素を国家戦略の重要な柱と位置づけ、その生産能
力拡大と利用促進に積極的な支援を行っています。Plug Powerによる英国でのFIDは、
このような政策支援が具体的な大規模プロジェクトへと結実する好例であり、同国のグ
リーン水素インフラ構築を加速させるものです。産業界における脱炭素化は喫緊の課題
であり、Kimberly-Clarkのような大手消費財メーカーがグリーン水素を採用すること
は、他の産業企業にとっても大きな模範となります。



今後の展望

Plug PowerのBarrowグリーン水素プロジェクトは、英国における電解槽導入の転換点と
なり、同社の収益性目標達成に向けた重要な一歩となります。この成功は、同社が英国
で獲得した他のグリーン水素開発プロジェクトのFIDを促進する可能性があります。研
究者やエンジニアにとっては、実証段階の大規模PEM電解槽の運用に関する貴重なデー
タと経験が得られ、効率と信頼性のさらなる向上に貢献します。投資家にとっては、明
確な財務目標と具体的なプロジェクトの実行に裏打ちされた、成長が期待される水素セ
クター企業への魅力的な投資機会が創出されます。これにより、「だからこそ」Plug

Powerは、世界のグリーン水素市場における主要プレーヤーとしての地位を確立し、産
業界の脱炭素化を牽引する役割を強化できるでしょう。

元記事: https://www.stocktitan.net/sec-filings/PLUG/8-k-plug-power-inc-reports-material-event-

18f0ae0a5c29.html

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/sec-filings/PLUG/8-k-plug-power-inc-reports-material-event-18f0ae0a5c29.html
https://www.stocktitan.net/sec-filings/PLUG/8-k-plug-power-inc-reports-material-event-18f0ae0a5c29.html


#22 HELION Hydrogen PowerとM REFORMER、PEM燃
料電池とメタノール改質結合で戦略的提携

概要

HELION Hydrogen PowerとM REFORMERは、プロトン交換膜（PEM）燃料電池技術と
メタノールリフォーマーの結合に焦点を当てた革新的な戦略的提携契約を締結しまし
た。この合意は、エネルギー貯蔵のための持続可能なソリューションの開発における

重要なマイルストーンとなります。HELIONは、自社のシステムがメタノールから生成
された水素と互換性があることを実証するため、100kWの燃料電池を提供し、M

REFORMERのE-NOMADシステムと組み合わせて使用します。

公開日 日付不明  HELION Hydrogen Power  フランス



詳細

主要成果

フランスの燃料電池システム開発企業HELION Hydrogen Powerと、メタノール改質技術
のパイオニアであるM REFORMERは、革新的な戦略的提携契約を締結しました。この提
携は、プロトン交換膜（PEM）燃料電池技術とメタノールリフォーマーを統合すること
に特化しており、持続可能なエネルギー貯蔵ソリューションの開発における重要なマイ
ルストーンとなるものです。HELIONは、自社の燃料電池システムがメタノールから生
成された水素と完全に互換性があることを実証するため、100kWの燃料電池を提供し、
これをM REFORMERのE-NOMADシステムと組み合わせて使用する計画です。

技術・臨床詳細

M REFORMERのE-NOMADシステムは、液体メタノールを効率的に水素に変換する小型
の改質装置です。メタノールは、常温常圧で液体として貯蔵・輸送が容易なため、水素
キャリアとして非常に有利です。このシステムは、オンサイトで高純度水素を生成し、
HELIONのPEM燃料電池システムに直接供給します。HELIONの100kW PEM燃料電池は、
高効率でクリーンな電力を生成することができ、排出物は水蒸気のみです。両技術を統
合することで、メタノールを燃料とする柔軟で自律的な電力供給ソリューションが実現
します。これは、遠隔地の電力供給、データセンターのバックアップ電源、船舶の補助
動力など、様々なオフグリッドおよび分散型アプリケーションに特に適しています。

背景・業界文脈

世界のエネルギー部門は、脱炭素化とエネルギー安全保障の強化という喫緊の課題に直
面しており、クリーンなエネルギーキャリアとしての水素への関心が高まっています。
しかし、水素の貯蔵と輸送の課題は、その広範な普及を妨げる主要な障壁の一つです。
メタノールは、その貯蔵密度の高さと既存の燃料インフラとの互換性から、有望な水素
キャリアとして浮上しています。この提携は、水素キャリアとしてメタノールを利用
し、オンサイトで水素を生成して燃料電池で電力に変換するという、クローズドループ
かつ高効率なソリューションを提供します。これは、水素経済のバリューチェーンにお
けるボトルネックを解消し、より実用的なクリーンエネルギーソリューションを提供す
るものです。



今後の展望

HELION Hydrogen PowerとM REFORMERの戦略的提携は、メタノールベースの水素生成
とPEM燃料電池を組み合わせた分散型電力ソリューションの商業化を加速させる上で、
重要な推進力となるでしょう。この統合されたアプローチは、輸送が容易な液体燃料か
ら、オンデマンドでクリーンな電力を生成できるという大きな利点を提供します。研究
者やエンジニアにとっては、メタノール改質触媒の効率向上、燃料電池との統合最適
化、およびシステム全体の耐久性に関する研究開発が加速されるでしょう。投資家にと
っては、分散型クリーンエネルギー市場、特にオフグリッドおよびバックアップ電源ソ
リューションにおいて、明確な成長潜在力を持つ技術への魅力的な投資機会が創出され
ます。これにより、「だからこそ」多様な場所でのクリーンな電力供給が、より実現可
能かつ経済的に魅力的なものとなるでしょう。

元記事: https://methanolreformer.com/press/helion-hydrogen-power-signs-strategic-partnership-

agreement-with-m-reformer/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://methanolreformer.com/press/helion-hydrogen-power-signs-strategic-partnership-agreement-with-m-reformer/
https://methanolreformer.com/press/helion-hydrogen-power-signs-strategic-partnership-agreement-with-m-reformer/


#23 オマーンの42億ドル規模ACMEグリーン水素プロジェ
クト、第2フェーズが2030年に商業運転開始

概要

インドのACME GroupがオマーンのDuqm経済特区で推進する42億ドル（約6,500億
円）規模のグリーン水素プロジェクトの第2フェーズが、2030年に商業運転を開始す
る予定です。これに続く第3フェーズは2033年に稼働予定で、これらのフェーズでは

年間それぞれ40万メートルトンのグリーンアンモニアと7万1,000メートルトンのグリ
ーン水素が生産される見込みです。この大規模プロジェクトは、オマーンが世界のグ
リーン水素およびアンモニア市場における主要なプレーヤーとなることを目指すもの

です。

公開日 2026年06月12日  Tankterminals.com  オマーン



詳細

主要成果

インドの再生可能エネルギー大手ACME Groupが、オマーンのDuqm経済特区で開発を
進めている総額42億ドル（日本円で約6,500億円）規模のグリーン水素・アンモニアプ
ロジェクトの第2フェーズが、2030年に商業運転を開始する予定であることが発表され
ました。このプロジェクトの第3フェーズも2033年の稼働開始を予定しており、これら
の大規模なフェーズが稼働することにより、それぞれ年間40万メートルトンのグリーン
アンモニアと7万1,000メートルトンのグリーン水素を生産する能力を持つことになりま
す。これは、オマーンが世界のグリーンエネルギー市場における重要なプレーヤーとし
て浮上するための戦略的な一歩となります。

技術・臨床詳細

このプロジェクトは、オマーンの豊富な太陽光および風力エネルギー資源を活用し、大
規模な水電解によってグリーン水素を生成します。生産されたグリーン水素の一部は、
肥料や化学製品の原料として直接利用されるか、燃料電池向けに高純度化されます。ま
た、大部分の水素はグリーンアンモニアに変換されます。アンモニアは液体として貯
蔵・輸送が容易であるため、国際貿易における水素キャリアとして理想的です。特に、
年間40万メートルトンというグリーンアンモニアの生産量は、脱炭素化が困難な産業
（例えば、海運、化学、農業）の燃料や原料として大きな影響を与えるでしょう。この
プロジェクトは、持続可能な大規模グリーンエネルギー生産のモデルとなることを目指
しています。

背景・業界文脈

オマーンは、伝統的に石油・ガス生産国でしたが、世界のエネルギー転換の潮流の中
で、経済の多様化と持続可能性への移行を国家戦略として推進しています。特にDuqm

経済特区は、豊富な再生可能エネルギー資源、戦略的な立地、および既存の港湾インフ
ラにより、グリーン水素・アンモニア生産のハブとなる潜在力を秘めています。ACME

Groupのような国際的なプレーヤーによる大規模投資は、オマーン政府の「ビジョン
2040」に合致し、同国を主要なクリーンエネルギー輸出国としての地位確立に貢献しま
す。インドもまた、自国の国家グリーン水素ミッションを通じてグリーン水素の生産拡
大を目指しており、このような国際的なパートナーシップは、世界の水素サプライチェ
ーン強化に不可欠です。



今後の展望

ACME Groupによるオマーンのグリーン水素プロジェクトの第2フェーズの商業運転開始
は、世界のグリーン水素およびアンモニア市場に大きな影響を与えるでしょう。これに
よって、脱炭素化された燃料と原料の安定供給が実現し、特にアジアやヨーロッパなど
の主要な需要地への輸出を通じて、グローバルな脱炭素化努力に貢献します。研究者や
エンジニアにとっては、砂漠気候条件下での大規模再生可能エネルギー統合、水処理、
およびグリーンアンモニア合成の最適化に関する貴重なデータと経験が得られます。投
資家にとっては、明確な国家戦略と国際的パートナーシップに裏打ちされた、成長が期
待される大規模グリーンエネルギープロジェクトへの魅力的な投資機会が創出されま
す。これにより、「だからこそ」オマーンは、エネルギーの未来を再定義する上で中心
的な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://tankterminals.com/news/omans-4-2bln-green-hydrogen-projects-2nd-phase-to-start-

operation-in-2030/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://tankterminals.com/news/omans-4-2bln-green-hydrogen-projects-2nd-phase-to-start-operation-in-2030/
https://tankterminals.com/news/omans-4-2bln-green-hydrogen-projects-2nd-phase-to-start-operation-in-2030/


#24 H-Power、LC30燃料電池発電機2台をサウジアラビア
TAMGOに販売、極限条件下で試験運用へ

概要

H-Power plcは、サウジアラビアのTAMGOにLC30燃料電池発電機2台を販売する契約を
発表しました。これらの発電機はサウジアラビアで性能および顧客試験を受け、
TAMGOはGCC諸国で製品のデモンストレーションとマーケティングを実施します。

LC30は-20℃から+50℃の極端な温度で動作するように設計されており、中東の厳しい
気候条件下での脱炭素化を支援することを目指しています。この契約は、分散型燃料
電池技術の国際展開における重要な一歩となります。

公開日 2026年06月10日  London Stock Exchange  イギリス



詳細

主要成果

H-Power plcは、サウジアラビアの重機・電力ソリューションプロバイダーである
TAMGOに対し、LC30燃料電池発電機2台を販売する契約を締結したことを発表しまし
た。これらの発電機はサウジアラビア国内で性能試験および顧客試験を受ける予定であ
り、TAMGOはその後、サウジアラビアおよびその他の湾岸協力会議（GCC）諸国で
LC30のデモンストレーションとマーケティングキャンペーンを実施する独占的権利を有
します。LC30は-20℃から+50℃という極端な環境温度下での動作に耐えるように設計
されており、中東地域の厳しい気候条件下での産業および商業部門における脱炭素化を
支援することを目指しています。

技術・臨床詳細

H-PowerのLC30燃料電池発電機は、水素を燃料として電気化学反応により電力を生成す
るため、従来のディーゼル発電機と比較して排出ガスがゼロまたは極めて低いという利
点があります。特に、排気ガスは水蒸気のみであり、NOxやSOxといった有害物質を排
出しません。LC30の堅牢な設計は、砂漠の高温から冬季の低温まで、中東地域の広い温
度範囲に対応できるよう最適化されています。この発電機は、定格出力30kWを提供
し、建設現場、遠隔地の監視ステーション、通信タワー、およびバックアップ電源な
ど、電力網に接続されていない場所や、静粛性・クリーン性が求められる環境での使用
に適しています。TAMGOによる実地試験は、実際の運用条件下での信頼性と性能を検
証する上で不可欠です。

背景・業界文脈

中東諸国、特にサウジアラビアは、経済の多様化と同時に、国家の炭素排出量削減目標
を達成するために、クリーンエネルギー技術への投資を加速しています。サウジアラビ
アの「ビジョン2030」では、再生可能エネルギーの導入と水素経済の構築が重要な柱と
されています。H-PowerとTAMGOの提携は、この地域のエネルギー転換を支援するため
の具体的なステップであり、分散型かつクリーンな電力ソリューションへの高まる需要
に応えるものです。ディーゼル発電機からの移行は、大気質の改善と同時に、燃料の輸
送コストやサプライチェーンの脆弱性といった運用上の課題も解決します。



今後の展望

LC30燃料電池発電機のサウジアラビアでの試験運用と、その後のGCC諸国への展開は、
H-Powerにとって国際市場でのプレゼンスを確立する上で極めて重要です。この成功
は、同社の分散型燃料電池技術が、極端な気候条件においても信頼性高く機能すること
を実証し、世界中の類似市場へのさらなる展開の道を拓くでしょう。研究者やエンジニ
アにとっては、中東特有の環境下での燃料電池の耐久性向上や最適化に関する貴重なデ
ータが得られます。投資家にとっては、脱炭素化の加速が期待される中東地域におけ
る、具体的な商業機会を持つクリーンエネルギー技術への魅力的な投資機会が創出され
ます。これにより、「だからこそ」中東は、クリーンな電力供給インフラの整備を通じ
て、持続可能な未来への移行を加速できるでしょう。

元記事: https://www.londonstockexchange.com/news-article/HPOW/sale-of-2-lc30-fuel-cell-generator-

to-tamgo-in-ksa/17631716

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#25 Metacon、進行中の50MW電解槽プロジェクトで120
万ユーロの支払いを受領、制限された銀行資金を解除

概要

Metaconは、進行中の50MW電解槽プロジェクトに関連する機器製造および納品に対
する顧客からの120万ユーロ（約1.9億円）の支払いと、以前銀行保証のために制限さ
れていた資金の解除を発表しました。Metaconの電解事業部門は、PERIC Hydrogen

Technologiesとの提携により、大規模な水素生産用の完全な電解プラントを設計・提
供しています。この資金の解除は、同社の財務状況を強化し、大規模水素プロジェク
トの進捗を加速させるものです。

公開日 2026年06月12日  MarketScreener  スウェーデン



詳細

主要成果

スウェーデンの水素技術企業Metaconは、進行中の50MW電解槽プロジェクトに関連す
る機器製造および納品について、顧客からの120万ユーロ（日本円で約1.9億円）の支払
いを受け取ったと発表しました。同時に、以前銀行保証のために制限されていた資金が
解除されたことも報告しました。この資金の解除は、Metaconの財務状況を大幅に強化
し、大規模なグリーン水素生産プロジェクトの推進を加速させる上で重要な意味を持ち
ます。

技術・臨床詳細

Metaconの電解事業部門は、中国のPERIC Hydrogen Technologiesとの戦略的提携を通じ
て、大規模水素生産用の完全な電解プラントを設計・提供しています。50MWという電
解槽容量は、年間数千トン規模のグリーン水素を生産する能力を持ち、産業界の脱炭素
化目標達成に貢献します。PERICは、特にアルカリ電解槽技術において豊富な経験と高
い製造能力を有しており、Metaconとの協業により、顧客にターンキーソリューション
を提供しています。今回の支払いは、この大規模プロジェクトにおける主要機器の製造
と納品が進捗していることを示すものであり、プロジェクト全体の信頼性と実行可能性
を高めます。

背景・業界文脈

世界のエネルギー部門は、気候変動対策とエネルギー安全保障の強化のため、グリーン
水素の生産と利用を加速しています。大規模電解槽プロジェクトは、この移行の中核を
なすものですが、その実現には多額の設備投資と複雑な資金調達が必要です。Metacon

が経験したような銀行保証による資金制限は、水素プロジェクトが直面する一般的な課
題の一つです。今回の資金解除は、プロジェクトの技術的・商業的進捗が銀行や顧客か
らの信頼を得ていることを示しており、今後他の水素プロジェクトが直面する資金調達
の障壁を乗り越える上での好事例となり得ます。欧州では、グリーン水素への投資が加
速しており、このような資金の流動性はプロジェクト成功の鍵となります。



今後の展望

顧客からの支払いと制限された銀行資金の解除は、Metaconの50MW電解槽プロジェク
トの実行を加速させ、同社の市場における競争力を強化するでしょう。このプロジェク
トの成功は、MetaconのPERICとの提携モデルの有効性をさらに実証し、将来のより大
規模な水素プロジェクトへの道を開く可能性があります。研究者やエンジニアにとって
は、大規模電解槽のサプライチェーン管理と資金調達メカニズムに関する実践的な知見
が得られます。投資家にとっては、具体的なプロジェクトの進捗と財務健全性に裏打ち
された、成長が期待される水素技術企業への魅力的な投資機会が創出されます。これに
より、「だからこそ」産業規模のグリーン水素生産が、より迅速に現実のものとなるで
しょう。

元記事: https://www.marketscreener.com/news/metacon-announces-customer-payment-of-eur-1-2-

million-and-release-of-previously-restricted-bank-fund-ce7f5cd9d98df32c

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#26 Sprintex、燃料電池用コンプレッサー技術をAIデータ
センター市場へ展開する新戦略を発表

概要

ASX上場のSprintexは、その確立されたコンプレッサー技術を活用し、高成長のAIデー
タセンターの電力および冷却市場に参入する戦略的転換を発表しました。同社は、水
素燃料電池を含むクリーンエネルギー用途向けに高速度コンプレッサーを適応させる

ため、米国および欧州の製造パートナーとの協業を開始しました。2026年までに、こ
の戦略はAIデータセンター部門に直接焦点を当て、大規模電力用途向けの燃料電池コ
ンプレッサーの積極的な試験が発表されました。

公開日 2026年06月11日  EnkiAI  オーストラリア



詳細

主要成果

ASX上場のSprintexは、その確立されたコンプレッサー技術を、急成長するAIデータセ
ンターの電力および冷却市場へと展開する戦略的転換を発表しました。同社は、この新
しい市場機会を捉えるため、水素燃料電池を含むクリーンエネルギー用途向けの高速度
コンプレッサーを適応させることを目指し、米国および欧州の製造パートナーとの協業
を開始しました。この新戦略は、2026年までにAIデータセンター部門に直接焦点を当
て、大規模電力用途向けの燃料電池コンプレッサーの積極的な試験が開始されたことが
発表されました。

技術・臨床詳細

Sprintexのコンプレッサー技術は、特にスーパーチャージャーやその他の産業用途で実
績があります。この技術は、燃料電池システムの性能を最適化するために不可欠な、高
圧の空気（または水素）を供給する上で重要な役割を果たします。燃料電池は、その性
質上、安定した空気供給が必要であり、高効率なコンプレッサーはそのシステム全体の
効率と信頼性を決定づける要素となります。AIデータセンターは、膨大な計算能力を必
要とし、それに伴い大量の電力を消費し、多量の熱を発生させます。Sprintexの技術
は、燃料電池によるクリーンな電力供給を可能にするだけでなく、高効率な冷却システ
ムを駆動するための電力供給にも貢献する可能性があります。同社のコンプレッサー
は、特に電力消費を抑えながら高出力を提供できるよう最適化されています。

背景・業界文脈

AI技術の急速な進化は、データセンターの電力消費を劇的に増加させており、同時に環
境負荷の低減が強く求められています。従来の化石燃料に依存した電力供給では、これ
らのニーズを満たすことが困難になりつつあります。水素燃料電池は、データセンター
にとって信頼性が高く、低排出の分散型電力ソリューションとして注目されており、そ
の普及には高性能な補機（コンプレッサーなど）が不可欠です。Sprintexの市場参入
は、このニッチながらも成長著しい分野で新たなサプライチェーンと技術革新を刺激す
るものです。米国ミネソタ州がグリーン水素を奨励しているような政策的な後押しも、
燃料電池技術の採用を加速させる要因となります。今後の展望



SprintexによるAIデータセンター市場への戦略的進出は、同社の成長ドライバーを多様
化し、高価値なクリーンエネルギー市場での競争優位性を確立する潜在力を持っていま
す。燃料電池用コンプレッサーの積極的な試験と製造パートナーシップは、この新しい
セクターでの商業化を加速させるでしょう。研究者やエンジニアにとっては、燃料電池
システムとコンプレッサーの統合最適化、冷却効率の向上に関する新たな研究開発機会
が生まれます。投資家にとっては、AIとクリーンエネルギーという二つの高成長市場の
接点にある技術への魅力的な投資機会が創出されます。これにより、「だからこそ」AI

データセンターは、持続可能な電力供給と冷却システムへの移行を加速させ、クリーン
なデジタルインフラの未来を構築できるでしょう。

元記事: https://enkiai.com/fuel-cell/sprintex-ai-data-centers-minnesota/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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